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―これからの地域づくりへの視点を考える―
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序　

長
野
堰
の
概
要

　

高
崎
経
済
大
学
地
域
科
学
研
究
所
は
�
二
〇
二
一
年
三
月
に
�
農

業
用
水
と
地
域
再
生―

高
崎
市
・
長
野
堰
の
事
例
��
日
本
経
済
評

論
社
�を
ま
と
め
�
公
刊
し
た
�

　

高
崎
経
済
大
学
地
域
科
学
研
究
所
が
長
野
堰
研
究
に
着
手
し
た

大
き
な
動
機
は
�
第
一
に
は
�
伝
承
と
し
て
伝
わ
�
て
い
る
長
野

堰
の
開
削
時
期
�
開
削
者
に
つ
い
て
明
確
に
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
の
か
と
い
う
点
に
あ
�
た
�
第
二
に
は
�
長
野
堰
の
歴
史
に
関

す
る
書
物
は
�
長
野
堰
史
�
以
降
に
お
い
て
刊
行
さ
れ
て
お
ら
ず
�

開
削
時
期
か
ら
現
代
に
至
る
長
野
堰
の
�
通
史
�
を
ま
と
め
て
�
長

野
堰
の
歴
史
的
役
割
を
明
確
に
し
て
お
く
こ
と
が
重
要
で
は
な
い

か
と
い
う
点
に
あ
る
�
そ
し
て
第
三
に
は
�
明
ら
か
に
な
�
た
長

野
堰
の
歴
史
を
�
こ
れ
か
ら
の
高
崎
市
の
地
域
づ
く
り
に
活
か
せ

な
い
か
と
の
思
い
を
強
く
持
�
た
こ
と
に
あ
る
�
紙
幅
の
関
係
か

ら
�
第
一
と
第
二
の
点
に
つ
い
て
は
�
農
業
用
水
と
地
域
再
生
�
に

任
せ
�
本
冊
子
で
は
�
明
治
以
降
の
長
野
堰
の
歴
史
を
中
心
と
し

て
ま
と
め
る
こ
と
と
し
た
�

　

長
野
堰
は
�
明
治
ま
で
西
新
波
堰
と
呼
ば
れ
て
い
た
�
そ
れ
は
�

取
水
堰
が
旧
西
新
波
村
に
あ
�
た
こ
と
か
ら
�
そ
の
よ
う
に
呼
ば

れ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
�
西
新
波
堰
が
�
い
つ
頃
開
発
さ
れ

た
の
か
に
つ
い
て
は
諸
説
あ
る
が
�
高
崎
経
済
大
学
地
域
科
学
研

究
所
の
研
究
で
は
�
箕
輪
城
が
築
城
さ
れ
た
一
六
世
紀
初
頭
か
ら
�

高
崎
藩
が
立
藩
さ
れ
石
高
制
に
よ
る
租
税
体
系
が
確
立
さ
れ
た

一
七
世
紀
半
ば
ま
で
の
間
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
た
�
そ
の
理

由
は
�
近
世
の
か
ん
が
い
用
水
開
発
の
目
的
は
�
そ
の
地
の
領
主

が
地
域
支
配
を
強
化
す
る
た
め
で
あ
り
�
高
崎
藩
立
藩
以
降
に
お

い
て
は
�
租
税
で
あ
る
年
貢
を
徴
す
る
た
め
で
は
な
か
�
た
か
と

考
え
ら
れ
た
�
し
か
し
�
西
新
波
堰
開
発
の
証
拠
と
な
る
古
文
書
類

は
今
の
と
こ
ろ
は
存
在
し
て
お
ら
ず
�
確
か
な
こ
と
は
言
え
な
い
�

　

近
世
の
西
新
波
堰
は
�
高
崎
藩
が
管
理
し
て
い
た
�
一
八
九
〇

�
明
治
二
三
�
年
に
水
利
組
合
法
に
よ
り
�
長
野
堰
普
通
水
利
組
合

が
組
織
さ
れ
�
各
市
町
村
よ
り
選
定
さ
れ
た
組
合
議
員
に
よ
り
維

持
管
理
さ
れ
る
よ
う
に
な
�
た
�
一
九
〇
一
�
明
治
三
四
�
年
に
は
�

烏
川
の
水
量
が
不
安
定
な
こ
と
か
ら
天
神
峠
に
隧
道
を
掘
り
�
榛

名
湖
水
を
榛
名
川
に
引
き
入
れ
る
工
事
の
許
可
を
群
馬
県
に
出
願

し
�
一
九
〇
四
�
明
治
三
七
�
年
一
〇
月
に
竣
工
し
て
い
る
�
し
か

し
�
予
期
し
た
ほ
ど
の
効
果
が
な
か
�
た
こ
と
か
ら
�
一
九
二
七

�
昭
和
二
�
年
に
群
馬
県
営
事
業
と
し
て
�
碓
氷
郡
八
幡
村
�
現
高

崎
市
金
井
淵
町
�
に
春
日
堰
�
松
原
堰
�
町
屋
堰
の
末
流
を
集
め
�

烏
川
を
サ
イ
フ
�
ン
で
潜
�
て
長
野
村
我
峰
村
�
現
高
崎
市
我
峰

町
�
に
お
い
て
長
野
堰
に
引
き
入
れ
る
工
事
が
行
わ
れ
た
�
白
石　

一
�
一
九
二
九
��
高
崎
�
年
刊
高
崎
刊
行
会
�
七
九
�
八
〇
頁
�
�

一
九
四
九
�
昭
和
二
四
�
年
に
土
地
改
良
法
が
制
定
さ
れ
�
長
野
堰

1



土
地
改
良
区
と
な
�
て
現
在
に
至
�
て
い
る
�

 
 

長
野
堰
土
地
改
良
区
は
�
利
根
川
水
系
烏
川
を
主
水
源
と
し
て
�

烏
川
左
岸
�
井
野
川
右
岸
一
帯
の
南
北
六
キ
ロ
メ
�
ト
ル
�
東
西

一
三
キ
ロ
メ
�
ト
ル
区
域
を
か
ん
が
い
し
て
い
る
�
地
勢
は
�
北

西
よ
り
南
東
に
か
け
て
六
〇
〇
分
の
一
か
ら
一
〇
〇
〇
分
の
一
の

勾
配
を
な
し
�
標
高
は
上
流
部
で
一
〇
五
メ
�
ト
ル
�
下
流
部
で

七
二
メ
�
ト
ル
程
度
と
な
�
て
い
る
概
ね
平
坦
な
米
麦
二
毛
作
地

帯
で
あ
る
�
土
地
改
良
区
の
管
理
地
域
の
農
用
地
は
水
田
を
主

と
し
て
い
る
が
�
畑
も
数
多
く
点
在
し
て
い
る
�
近
年
は
麦
作
に

か
わ
り
�
野
菜
及
び
花
木
等
の
栽
培
も
さ
か
ん
に
行
わ
れ
て
い

る
�
長
野
堰
の
灌
漑
面
積
は
�
一
九
七
五
�
昭
和
五
〇
�
年
で
は
約

八
〇
五
ヘ
ク
タ
�
ル
で
あ
�
た
が
�
一
九
九
五
�
平
成
七
�
年
に
は

約
六
〇
九
ヘ
ク
タ
�
ル
へ
減
少
し
�
二
〇
二
〇
�
令
和
二
�
年
現
在
�

約
三
六
六
ヘ
ク
タ
�
ル
と
な
�
て
い
る
�

　

現
在
の
長
野
堰
に
は
�
四
つ
の
水
門
と
一
三
の
堰
�
そ
れ
に
水

争
い
を
治
め
る
た
め
に
均
等
に
用
水
を
分
配
す
る
円
筒
分
水
堰
施

設
が
あ
る
�
高
崎
市
旧
榛
名
町
本
郷
に
あ
る
現
在
の
長
野
堰
頭
首

工
は
�
一
九
七
二
�
昭
和
四
七
�
年
に
設
置
さ
れ
�
利
根
川
水
系
烏

川
よ
り
最
大
で
毎
秒
六
・
七
九
七
立
方
メ
�
ト
ル
の
か
ん
が
い
用

水
を
取
水
し
て
い
る
�
取
水
さ
れ
た
か
ん
が
い
用
水
は
サ
イ
フ
�

ン
で
小
堀
川
と
榛
名
白
川
を
潜
�
て
�
高
崎
市
沖
町
付
近
か
ら
東

進
し
�
そ
の
後
は
南
東
方
向
へ
流
れ
て
�
途
中
�
大
橋
町
付
近
で

2

図１　長野堰概要　（長野堰土地改良区資料より作成）



自
然
河
川
・
一
貫
堀
川
へ
分
水
し
�
分
水
さ
れ
た
用
水
は
高
崎
市

東
南
部
の
大
類
地
区
の
農
地
に
供
給
さ
れ
て
い
る
�
ま
た
東
町
付

近
で
分
水
さ
れ
た
佐
野
堰
は
�
上
佐
野
町
�
下
佐
野
町
の
農
地
に

用
水
を
供
給
し
て
い
る
�

　

さ
ら
に
長
野
堰
は
�
高
崎
市
の
中
心
市
街
地
の
北
方
を
流
れ
て
�

下
流
で
の
水
争
い
を
治
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
一
九
六
二
�
昭
和

三
七
�
年
に
県
営
か
ん
が
い
排
水
事
業
と
し
て
高
崎
市
江
木
町
に
設

置
さ
れ
た
下
流
公
平
分
水
堰
・
円
筒
分
水
施
設
に
よ
�
て
中
居
町
�

柴
崎
町
�
下
大
類
町
の
農
地
へ
給
水
す
る
地
獄
堰
�
今
は
都
市
化

し
た
上
中
居
町
�
下
中
居
町
を
通
�
て
矢
中
町
�
東
中
里
町
�
柴

崎
町
の
農
地
に
供
給
す
る
矢
中
堰
�
倉
賀
野
地
区
の
農
地
に
供
給

す
る
倉
賀
野
堰
に
分
か
れ
て
い
る
�
倉
賀
野
堰
の
途
中
か
ら
分
岐

し
た
川
の
面
は
工
業
地
帯
を
抜
け
て
�
烏
川
に
合
流
し
て
い
る
�

一
貫
堀
川
�
地
獄
堰
�
矢
中
堰
は
�
そ
れ
ぞ
れ
井
野
川
に
合
流
し

て
い
る
�
長
野
堰
の
下
流
地
域
で
は
�
昔
か
ら
水
争
い
が
堪
え
な

か
�
た
�
円
筒
分
水
施
設
の
近
く
に
あ
る
記
念
碑
に
は
��
恐
ろ
し

や　

地
獄
の
関
と
思
い
し
が　

悟
れ
ば
こ
こ
ぞ
極
楽
の
堰
�
と
水
争

い
の
激
し
さ
が
刻
ま
れ
て
い
る
�

　

こ
れ
ら
以
外
に
�
大
橋
町
付
近
に
あ
る
新
井
堰
で
分
岐
し
た
水

路
は
旧
高
崎
城
下
へ
向
か
�
た
が
�
今
は
本
町
一
丁
目
か
ら
東
進

し
て
�
請
地
堰
で
分
岐
し
た
水
路
に
末
広
町
付
近
で
合
流
し
て
南

下
し
�
旧
城
下
町
東
端
の
旧
中
山
道
下
を
通
�
て
�
双
葉
町
付
近

で
倉
賀
野
堰
に
合
流
し
て
い
る
�
こ
の
間
に
は
農
地
は
な
い
が
�

用
水
は
高
崎
城
址
公
園
の
濠
に
供
給
さ
れ
�
市
街
地
の
防
火
用
水
�

環
境
美
化
の
役
割
も
担
�
て
い
る
�

　

長
野
堰
の
管
理
者
で
あ
る
長
野
堰
土
地
改
良
区
は
�
基
本
的
に

は
稲
作
農
家
が
組
合
員
と
な
り
�
組
合
員
は
一
〇
ア
�
ル
当
た
り

三
七
〇
〇
円
の
賦
課
金
を
支
払
�
て
お
り
�
休
耕
田
に
も
賦
課
金

が
か
か
�
て
い
る
�
な
お
�
二
〇
一
八
年
度
よ
り
�
農
地
�
水
路
�

農
道
の
草
刈
り
や
堀
さ
ら
い
を
行
�
て
い
る
活
動
組
織
に
多
面
的

機
能
支
払
交
付
金
が
支
払
わ
れ
る
よ
う
に
な
�
て
い
る
�

　

高
崎
市
で
は
�
一
九
六
七
年
に
線
引
き
を
行
�
て
�
市
街
化
区

域
と
市
街
化
調
整
区
域
を
設
定
し
て
い
る
�
こ
れ
に
よ
り
市
街
化

3

高崎経済大学近くを流れる長野堰



区
域
で
は
農
地
の
宅
地
へ
の
転
用
が
進
ん
で
�
中
心
市
街
地
よ
り

安
価
な
土
地
が
供
給
さ
れ
る
よ
う
に
な
�
て
�
居
住
空
間
�
商
業

空
間
の
郊
外
化
が
進
ん
だ
が
�
調
整
区
域
で
は
農
業
転
用
が
認
め

ら
れ
る
ケ
�
ス
が
限
ら
れ
る
こ
と
か
ら
市
街
化
区
域
に
比
べ
る
と

経
営
耕
地
面
積
の
減
少
は
少
な
く
�
一
定
の
農
業
規
模
が
維
持
さ

れ
て
き
て
い
る
�

　

コ
メ
の
過
剰
生
産
や
在
庫
を
削
減
し
�
米
価
の
低
下
を
防
ぐ
た

め
に
一
九
七
〇
年
に
始
ま
�
た
コ
メ
の
生
産
調
整
を
行
�
て
き
た

国
の
減
反
政
策
は
�
市
場
戦
略
を
立
て
�
生
産
意
欲
を
高
め
る
農

家
の
育
成
が
必
要
と
の
視
点
か
ら
二
〇
一
八
年
に
廃
止
さ
れ
た
�

近
年
の
長
野
堰
流
域
で
は
�
稲
作
に
留
ま
ら
ず
�
イ
チ
ゴ
栽
培
に

乗
り
出
す
農
家
も
出
始
め
る
な
ど
�
農
家
の
新
た
な
動
き
も
見
受

け
ら
れ
る
�
経
済
の
グ
ロ
�
バ
ル
化
に
よ
�
て
�
ア
メ
リ
カ
や
オ
�

ス
ト
ラ
リ
ア
な
ど
�
海
外
の
大
規
模
農
業
に
対
抗
で
き
る
日
本
農

業
の
形
成
が
求
め
ら
れ
て
い
る
�

　

長
野
堰
は
�
二
〇
一
六
�
平
成
二
八
�
年
十
一
月
に
�
世
界
か
ん
が

い
施
設
遺
産
�
に
登
録
さ
れ
�
世
界
中
に
知
ら
れ
る
こ
と
と
な
�
た
�

高
崎
の
農
業
を
支
え
て
き
た
長
野
堰
の
歴
史
を
�
こ
れ
か
ら
の
高

崎
の
地
域
づ
く
り
に
活
か
す
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
�

考
え
て
み
た
い
�

�
西
野
寿
章
�

4

上小塙町付近を流れる長野堰



Ⅰ　

長
野
堰
運
営
組
織
の
近
代
化
と
経
営

　

幕
藩
体
制
下
に
お
い
て
�
西
新
波
堰
�
長
野
堰
�
か
ら
農
業
用
水

供
給
を
受
け
て
い
た
村
々
は
�
定
法
に
よ
�
て
堀
浚
い
�
ほ
り
さ
ら

い
�
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
た
�
堀
浚
い
は
二
�
三
月
に
行
わ
れ
た

が
�
そ
れ
以
外
の
時
期
に
お
け
る
災
害
に
も
対
応
せ
ね
ば
な
ら
な

か
�
た
�
高
崎
藩
に
と
�
て
財
政
を
安
定
し
た
も
の
と
す
る
た
め

に
は
�
安
定
し
た
農
業
生
産
を
必
須
と
し
�
そ
の
た
め
に
長
野
堰

が
重
要
だ
�
た
�
高
崎
藩
は
�
古
領
の
農
民
に
は
八
公
二
民
の
高

率
年
貢
を
課
し
て
い
た
�
高
崎
五
万
石
騒
動
の
発
現
に
あ
る
よ
う

に
�
高
崎
藩
立
藩
当
時
の
領
地
で
あ
�
た
古
領
の
農
民
の
苦
労
に

は
計
り
知
れ
な
い
も
の
が
あ
る
�

　

日
本
は
�
明
治
維
新
を
迎
え
�
封
建
体
制
か
ら
近
代
国
家
へ
の

歩
み
が
始
ま
り
�
長
野
堰
も
近
代
化
が
進
む
こ
と
に
な
�
た
�
そ

の
近
代
化
と
は
�
高
崎
藩
財
政
の
た
め
の
農
業
生
産
か
ら
�
個
々

の
農
家
が
安
定
し
た
農
業
経
営
を
行
い
�
家
計
を
豊
か
に
し
て
い

く
た
め
の
役
割
を
長
野
堰
が
持
ち
�
用
水
運
営
の
た
め
に
受
益
者

と
し
て
の
農
家
や
利
水
者
が
長
野
堰
の
維
持
運
営
に
必
要
な
費
用

を
負
担
す
る
仕
組
み
を
作
り
上
げ
る
こ
と
で
あ
�
た
�

　

明
治
維
新
を
迎
え
�
廃
藩
置
県
に
よ
り
長
野
堰
の
管
理
者
が
一

時
的
に
不
在
と
な
る
と
�
長
野
堰
を
維
持
管
理
す
る
約
定
が
機
能

し
な
く
な
り
�
各
村
が
勝
手
に
利
用
す
る
よ
う
に
な
�
て
水
争
い

5

図２　西新波堰分水絵図

（高崎市史編さん委員会『新編高崎市史　通史編３　近世』, 2004 年，付図）



が
絶
え
な
か
�
た
と
い
う
�

　

高
崎
藩
時
代
に
お
け
る
長
野
堰
の
様
子
は
�
松
平
右
京
之
亮
高
崎

城
主
た
り
し
当
時
に
は
管
理
奉
行
あ
り
て
各
用
水
路
を
厳
重
に
取

締
り
現
今
高
崎
市
内
各
町
に
通
ず
る
水
路
は
田
用
水
路
に
し
て
漫

り
に
汚
物
廃
品
を
捨
つ
る
こ
と
を
厳
禁
せ
り
故
に
当
時
は
蛆
貝
其

他
の
小
魚
族
棲
息
し
居
り
て
昼
間
と
雖
も
清
ら
か
な
り
�
と
述
べ
ら

れ
�
廃
藩
置
県
後
に
つ
い
て
は
�
維
新
廃
藩
置
県
の
制
度
を
布
か
れ

し
よ
り
田
用
水
の
管
理
も
何
時
し
か
施
廃
し
従
�
て
町
民
の
汚
物

を
捨
て
汚
水
を
流
す
悪
風
を
生
じ
用
水
路
変
じ
て
下
水
路
と
な
り

水
質
漸
次
不
良
と
な
り
又
飲
用
に
適
せ
ざ
る
に
至
れ
り
�
と
述
べ
ら

れ
て
い
る
�
高
崎
市
�
高
崎
水
道
誌
�
一
九
二
五
年
�
�

　

一
八
八
一
�
明
治
十
四
�
年
十
一
月
十
日
�
長
野
堰
用
水
を
利
用

し
て
い
る
西
群
馬
郡
二
八
か
村
組
合
か
ら
西
群
馬
片
岡
郡
長
宛
に

�
長
野
堰
取
締
方
法
保
護
願
�
が
提
出
さ
れ
�
同
年
十
一
月
十
六
日

に
は
��
長
野
堰
水
配
水
防
功
�
マ
マ
�
事
の
取
締
約
定
規
則
�
が
定
め

ら
れ
た
�
こ
れ
が
長
野
堰
の
近
代
化
の
第
一
歩
だ
�
た
�
そ
れ
に

よ
る
と
�
例
え
ば
�
烏
川
か
ら
の
引
水
地
点
か
ら
西
新
波
村
地
内

土
橋
水
門
に
至
る
区
間
を
元
堰
と
し
�
元
堰
と
土
橋
水
門
か
ら
高

関
村
の
地
獄
堰
ま
で
は
全
村
町
の
受
け
持
ち
と
す
る
な
ど
�
定
法

の
考
え
方
を
踏
襲
し
て
い
る
�
用
水
路
の
管
理
に
関
し
て
は
��
元

堰
土
橋
水
門
以
下
該
堰
路
一
般
ノ
川
幅
ヲ
定
メ
�
地
元
村
々
吏
及

水
下
総
代
立
会
実
施
ヲ
検
査
シ
修
繕
ヲ
ナ
シ
�
用
水
ヲ
シ
テ
流
滞

捨
水
ノ
憂
ナ
カ
ラ
シ
ム
ベ
シ
�
此
費
用
ハ
第
二
条
ノ
負
担
ニ
属
ス

ト
雖
モ
�
数
年
ノ
破
壊
一
朝
其
地
先
村
ノ
負
担
堪
ガ
タ
キ
大
破
ノ

場
所
ハ
�
監
督
総
代
人
実
地
調
査
ヲ
遂
ゲ
此
度
限
リ
�
組
合
村
一

般
ニ
テ
費
出
ス
ベ
シ
�
最
向
後
ハ
此
例
ヲ
引
証
ス
ベ
カ
ラ
ザ
ル
モ

ノ
ト
ス
�
ト
定
め
ら
れ
て
い
る
�
第
二
条
と
は
��
西
新
波
村
地
内
土

橋
水
門
以
下
用
水
一
般
左
右
ノ
土
砂
揚
場
修
繕
ハ
地
先
村
限
リ
受

持
ト
ス
�
と
い
う
も
の
で
�
堀
浚
い
に
よ
�
て
用
水
路
左
右
に
堆
積

し
て
い
た
土
砂
を
揚
げ
た
場
所
の
管
理
は
�
そ
の
場
所
と
地
続
き

の
村
が
担
当
す
る
と
定
め
ら
れ
て
い
た
�

　

こ
う
し
た
経
過
を
経
て
�
長
野
堰
は
一
八
八
二
�
明
治
一
五
�
年
に

郡
長
管
理
の
下
に
�
長
野
堰
水
利
土
功
会
�
を
組
織
し
�
一
八
八
四

年
に
は
区
町
村
法
の
改
正
に
よ
り
�
長
野
堰
町
村
聯
合
会
�
を
設
置

し
て
�
関
係
町
村
の
共
同
経
営
事
業
と
な
�
た
��
長
野
堰
聯
合
町

村
規
約
�
に
よ
る
と
�
長
野
堰
に
関
す
る
経
費
は
�
高
崎
町
ほ
か
八
�

町
村
大
字
三
六
�
町
村
の
用
水
を
利
用
す
る
田
の
面
積
と
�
高
崎

町
に
つ
い
て
は
大
字
四
二
ケ
町
の
市
街
宅
地
坪
数
に
賦
課
す
る
も

の
と
規
定
さ
れ
�
賦
課
の
方
法
は
�
高
崎
町
大
字
四
二
�
町
の
市

街
宅
地
百
坪
を
田
一
反
歩
と
換
算
し
て
賦
課
額
を
決
め
て
い
た
�

聯
合
会
に
は
�
取
締
役
一
名
と
取
締
役
補
助
員
二
名
を
置
き
�
議

決
機
関
と
し
て
�
長
野
堰
聯
合
町
村
会
が
設
置
し
た
�
取
締
役
と

取
締
役
補
助
員
は
�
二
年
毎
に
改
選
さ
れ
�
満
二
五
歳
以
上
の
男

子
で
組
合
町
村
内
に
三
年
以
上
居
住
し
�
か
つ
用
水
を
引
用
す
る

6



水
田
�
市
街
宅
地
を
所
有
す
る
者
に
限
ら
れ
た
�
ま
た
�
長
野
堰
聯

合
町
村
会
�
が
置
か
れ
�
選
挙
区
域
を
決
め
て
い
た
�
ま
た
�
工
事

の
業
者
選
定
は
全
て
入
札
と
さ
れ
�
落
札
の
当
否
は
郡
長
の
許
可

を
必
要
と
し
た
�
こ
の
よ
う
に
し
て
�
長
野
堰
の
管
理
運
営
の
近

代
化
が
図
ら
れ
た
�
こ
の
頃
の
長
野
堰
に
は
�
取
締
役
と
取
締
役

補
助
員
以
外
に
�
堰
惣
代
が
四
名
置
か
れ
て
い
た
�

　

廃
藩
後
の
長
野
堰
の
管
理
�
運
用
�
財
源
に
つ
い
て
は
�
こ
の

よ
う
な
経
緯
を
経
て
近
代
化
が
図
ら
れ
た
が
�
郡
長
の
管
理
下
に

置
か
れ
て
い
た
�
一
八
八
九
�
明
治
二
二
�
年
に
市
町
村
制
が
施
行

さ
れ
た
�
こ
れ
に
対
応
し
て
�
行
政
組
織
の
整
備
と
と
も
に
�
翌

一
八
九
〇
年
に
�
水
利
組
合
条
例
�
が
制
定
さ
れ
�
長
野
堰
は
普
通

水
利
組
合
と
な
�
た
�

　

一
八
九
〇
�
明
治
二
三
�
年
に
普
通
水
利
組
合
と
な
�
た
長
野
堰

は
�
ど
の
よ
う
に
運
営
さ
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
�
一
八
九
一
�
明

治
二
四
�
年
度
の
長
野
堰
の
予
算
書
に
よ
る
と
�
同
年
度
の
長
野
堰

運
営
に
必
要
な
歳
出
予
算
は
七
一
八
円
余
り
と
な
�
て
お
り
�
そ

の
ほ
と
ん
ど
が
用
水
路
の
改
修
に
必
要
な
土
木
費
と
な
�
て
い
る
�

そ
れ
に
対
す
る
歳
入
は
�
前
年
度
の
繰
越
金
七
〇
円
余
り
と
町
村

に
賦
課
す
る
六
四
八
円
余
り
と
な
�
て
い
る
�
長
野
堰
の
運
営
は
�

長
野
堰
か
ら
水
の
供
給
を
受
け
て
い
た
二
町
七
村
が
長
野
堰
聯
合

土
木
経
常
費
と
総
反
別
�
面
積
�
に
定
め
ら
れ
た
賦
課
額
を
水
利
組

合
に
納
め
た
�

　

長
野
堰
普
通
水
利
組
合
に
は
�
議
会
が
設
置
さ
れ
�
議
員
は
高

崎
町
六
人
�
佐
野
村
と
塚
沢
村
が
各
五
人
�
大
類
村
と
六
郷
村
が

各
三
人
�
倉
賀
野
町
と
岩
鼻
村
が
各
二
人
�
そ
し
て
長
野
村
と
中

川
村
が
各
一
人
の
合
計
二
八
人
で
構
成
さ
れ
て
い
た
�

7

表１　長野堰普通水利組合市町村戸数人口納入員調表

市町村名 戸数 人口 納入員 戸数 /納入員

高崎市 5,777 32,822 1,646 28.5

佐野村 526 3,947 601 114.3

倉賀野町 601 3,776 274 45.6

岩鼻村 456 2,280 293 64.3

大類村 568 3,258 418 73.6

塚沢村 466 2,982 502 107.7

六郷村 303 2,194 439 144.9

長野村 29 197 43 148.3

中川村 113 791 179 158.4

合計 8,839 52,247 4,395 49.7

（群馬県立文書館所蔵文書より作成）



　

こ
の
よ
う
に
�
長
野
堰
は
水
利
組
織
と
し
て
近
代
化
が
図
ら
れ
�

長
野
堰
か
ら
引
水
す
る
市
町
村
か
ら
の
賦
課
金
に
よ
り
流
路
管
理

が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
�
た
使
用
者
も
増
加
し
た
が
�
そ
れ
ぞ
れ

の
市
町
村
の
全
世
帯
に
長
野
堰
の
水
が
引
用
さ
れ
た
と
い
う
こ
と

で
は
な
か
�
た
�

　

表
１
は
�
一
九
〇
四
�
明
治
三
七
�
年
頃
の
も
の
と
思
わ
れ
る
�
長

野
堰
普
通
水
利
組
合
市
町
村
別
戸
数
人
口
納
入
員
調
表
�
に
戸
数
に

対
す
る
納
入
人
員
の
割
合
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
��
調
表
�
中
の
高

崎
市
の
戸
数
や
人
口
は
�
そ
の
頃
の
数
値
と
思
わ
れ
る
が
長
野
村
�

中
川
村
の
戸
数
や
人
口
は
�
納
入
員
�
世
帯
�
よ
り
少
な
く
正
確
性

を
欠
い
て
い
る
が
�
一
市
一
町
六
村
全
体
で
は
�
八
八
三
九
戸
に

対
し
て
四
三
九
五
人
が
組
合
費
を
納
入
し
て
お
り
�
組
合
加
入
率

は
四
九
・
七
％
と
ほ
ぼ
半
数
に
留
ま
�
て
い
る
�

　

長
野
堰
は
組
合
で
あ
る
こ
と
か
ら
�
加
入
は
任
意
で
あ
り
�
農

業
用
水
と
し
て
は
そ
の
ま
ま
利
用
で
き
て
も
�
簡
易
水
道
的
な
設

備
に
よ
�
て
上
水
道
水
が
供
給
さ
れ
た
こ
と
か
ら
�
水
質
極
テ
悪
ク

飲
料
ニ
適
ス
ル
モ
ノ
殆
ト
稀
ナ
リ
�
と
い
う
状
態
で
あ
�
た
�
そ
の

た
め
�
飲
用
を
敬
遠
し
た
世
帯
も
あ
�
た
と
思
わ
れ
る
�
長
野
堰

の
水
質
は
飲
用
に
向
い
て
い
な
か
�
た
こ
と
か
ら
�
市
民
は
浄
水

設
備
の
整
�
た
上
水
道
の
布
設
が
求
め
た
�

　

一
九
〇
三
�
明
治
三
六
�
年
度
の
長
野
堰
普
通
水
利
組
合
の
歳
入

歳
出
決
算
を
見
る
と
�
こ
の
頃
の
年
間
予
算
は
一
万
一
千
円
程
度

で
�
歳
入
の
ほ
と
ん
ど
は
用
水
使
用
料
と
な
�
て
い
る
�
歳
出
は
�

こ
の
年
度
で
は
臨
時
費
も
含
め
六
七
・
三
パ
�
セ
ン
ト
が
用
悪
水
費

と
な
�
て
お
り
�
そ
の
内
訳
は
�
通
常
修
繕
費
�
臨
時
修
繕
費
�

配
水
諸
費
と
な
�
て
い
た
�
土
木
費
に
は
水
門
�
隧
道
�
築
堤
�

堀
路
掘
削
費
な
ど
が
含
ま
れ
て
い
た
�
決
算
書
か
ら
は
�
群
馬
県

や
政
府
か
ら
の
補
助
金
は
一
切
無
く
�
地
域
の
用
水
路
を
地
域
の

使
用
者
で
維
持
し
て
い
た
姿
が
見
え
る
�

　

一
九
〇
四
�
明
治
三
七
�
年
に
は
�
長
野
堰
普
通
水
利
組
合
が
高

崎
銀
行
よ
り
二
万
三
五
〇
〇
円
を
借
り
入
れ
�
借
入
額
を
償
還
す

る
た
め
に
日
本
勧
業
銀
行
か
ら
公
債
を
起
こ
し
て
�
念
願
の
榛
名

湖
分
水
が
完
成
し
た
�
長
野
堰
用
水
は
�
烏
川
の
水
量
が
少
な
い

こ
と
か
ら
用
水
下
流
に
お
い
て
農
業
用
水
が
不
足
し
�
水
争
い
が

絶
え
な
か
�
た
�
そ
れ
は
�
浸
透
性
の
高
い
高
崎
台
地
の
地
質
も

一
因
し
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
�
水
争
い
の
様
子
は
�
水
論
ノ

為
メ
下
流
集
落
人
民
ト
上
流
集
落
人
民
ト
ノ
間
ニ
於
テ
互
ニ
腕
力

ニ
訴
ヘ
凶
器
ヲ
揮
テ
用
水
ノ
地
区
ヲ
争
奪
ス
ル
等
ノ
悲
劇
ヲ
絶
ツ

ニ
至
ル
ベ
キ
ヤ
必
セ
リ
�と
記
録
さ
れ
て
い
る
�

　

し
か
し
な
が
ら
�
榛
名
湖
分
水
の
効
果
が
想
定
し
て
い
た
よ
う

に
な
か
�
た
こ
と
か
ら
�
一
九
二
七
�
昭
和
二
�
年
に
烏
川
右
岸
の

八
幡
村
に
県
営
事
業
と
し
て
新
た
に
二
段
締
切
頭
首
工
を
建
設
し

て
か
ん
が
い
用
水
量
の
安
定
が
図
ら
れ
た
�　

�
西
野
寿
章
�

8



Ⅱ　

明
治
時
代
に
お
け
る
長
野
堰
用
水
の
利
水
域

は
じ
め
に

　

明
治
時
代
の
日
本
は
�
欧
米
列
強
に
対
抗
す
る
た
め
�
殖
産
興

業
と
富
国
強
兵
政
策
の
下
で
近
代
化
に
邁
進
し
て
い
た
�
群
馬
県

も
伝
統
的
に
盛
ん
で
あ
�
た
養
蚕
を
活
か
し
�
蚕
糸
絹
業
の
振
興

を
図
�
た
こ
と
は
周
知
の
通
り
で
あ
る
�
蚕
糸
絹
業
の
隆
盛
に
呼

応
す
る
よ
う
に
�
当
時
の
高
崎
に
は
大
勢
の
人
々
が
集
ま
�
た
��
お

江
戸
見
た
け
り
�
高
崎
田
町
�
紺
の
暖
簾
が
ひ
ら
ひ
ら
と
�
と
詠
わ

れ
た
ほ
ど
�
高
崎
は
古
く
か
ら
中
山
道
の
宿
場
町
と
し
て
栄
え
�

今
も
な
お
�
関
東
と
甲
信
越
を
つ
な
ぐ
重
要
な
交
通
結
節
地
で
あ

る
�
明
治
時
代
か
ら
昭
和
初
期
ま
で
の
人
口
増
加
は
�
高
崎
の
市

街
地
を
郊
外
に
広
げ
な
が
ら
�
電
気
�
ガ
ス
�
上
下
水
道
�
道
路
等
�

市
内
の
社
会
基
盤
を
支
え
る
た
め
の
整
備
を
必
要
と
し
て
い
�
た
�

　

本
章
で
は
�
と
り
わ
け
水
利
に
注
目
し
�
長
年
に
わ
た
り
農
業

用
水
と
し
て
利
用
さ
れ
て
き
た
長
野
堰
用
水
が
�
明
治
時
代
か
ら

昭
和
初
期
ま
で
の
人
口
急
増
期
に
�
そ
の
役
割
を
ど
の
よ
う
に
変

化
さ
せ
て
い
�
た
の
か
考
え
て
み
た
い
�

�
１
�
長
野
堰
用
水
の
利
水
域
と
は

　

長
野
堰
用
水
普
通
水
利
組
合
の
規
約
に
よ
る
と
�
組
合
に
議
席

を
持
つ
の
は
�
高
崎
市
�
倉
賀
野
町
�
佐
野
村
�
塚
沢
村
�
大
類

村
�
六
郷
村
�
岩
鼻
村
�
中
川
村
�
長
野
村
で
あ
り
�
こ
れ
ら
一

市
一
町
七
村
が
長
野
堰
用
水
を
利
用
し
て
き
た
利
水
域
に
該
当
す

る
�
図
２
�
�
利
水
域
の
中
で
も
最
大
の
人
口
を
誇
る
高
崎
市
は
�

旧
宿
場
町
の
高
崎
駅
と
旧
城
下
町
の
四
三
町
�
周
辺
四
村
が
合
併

9

図２　長野堰用水の利水域

注：町村領域は町村制施行当時のものである。高崎町は 1900
年に市制を施行し、1927 年に利水域の塚沢村と非利水域
の片岡村と合併した。



し
�
そ
の
前
身
と
な
る
高
崎
町
が
誕
生
し
た
�
合
併
当
時
の
高
崎

町
は
総
面
積
四
三
八
・
一
町
歩
の
う
ち
�
田
が
三
七
・
九
％
�
宅
地

が
三
〇
・
六
％
�
雑
種
地
が
一
九
・
二
％
�
畑
が
一
一
・
九
％
で
あ
�

た
�
こ
れ
ら
の
数
値
か
ら
す
る
と
高
崎
町
は
�
利
水
域
の
中
で
最

も
宅
地
の
割
合
が
高
か
�
た
��
高
崎
市
史
編
さ
ん
委
員
会
�
新
編
高

崎
市
史　

資
料
編
９　

近
代
現
代
Ⅰ
�
�
高
崎
市
�
一
九
九
五
�
�

　

当
時
の
土
地
利
用
に
つ
い
て
は
�
一
八
八
五
年
に
測
量
さ
れ
た

二
万
分
の
一
第
一
師
管
迅
速
測
図
�
高
嵜
�
で
も
�
そ
の
特
徴
を
と

ら
え
る
こ
と
が
で
き
る
�
地
図
に
よ
る
と
�
市
街
地
は
高
崎
城
跡
�
高

崎
分
営
練
兵
場
�
周
辺
か
ら
中
山
道
沿
線
に
か
け
て
の
高
崎
町
内
に

限
ら
れ
�
そ
れ
以
外
の
地
域
は
集
落
が
各
村
内
に
点
在
す
る
も
の

の
�
大
部
分
の
土
地
は
田
・
畑
・
桑
畑
等
の
農
業
的
土
地
利
用
で

あ
�
た
こ
と
が
読
み
取
れ
る
�

　

つ
ま
り
�
長
野
堰
用
水
の
利
水
域
は
�
農
村
部
の
み
で
構
成
さ

れ
る
の
で
は
な
く
�
む
し
ろ
都
市
部
と
農
村
部
が
混
在
す
る
多
様

な
土
地
利
用
で
あ
�
た
と
考
え
ら
れ
る
�
と
り
わ
け
高
崎
と
そ
の

隣
接
地
で
は
�
農
業
的
土
地
利
用
か
ら
宅
地
等
の
都
市
的
土
地
利

用
へ
と
変
わ
り
�
長
野
堰
用
水
が
果
た
す
役
割
も
ま
た
�
単
な
る

農
業
用
水
に
と
ど
ま
ら
ず
�
生
活
用
水
や
工
業
用
水
等
の
多
様
な

役
割
が
期
待
さ
れ
る
よ
う
に
な
�
て
い
く
�

�
２
�
利
水
域
に
お
け
る
人
口
の
推
移

　

利
水
域
の
中
で
も
最
も
多
く
の
人
口
を
擁
し
て
い
た
高
崎
で
あ

る
が
�
そ
の
後
も
一
貫
し
て
人
口
が
増
加
し
て
い
�
た
�
図
３
�
�

高
崎
の
常
住
人
口
と
群
馬
県
全
体
に
対
す
る
割
合
は
一
八
八
五
年

の
一
七
七
五
〇
人
�
二
・
七
％
�
か
ら
�
市
制
施
行
の
一
九
〇
〇
年
に

は
三
万
人
を
超
え
�
一
九
三
〇
年
に
は
五
九
九
二
八
人
�
五
・
一
％
�

と
な
�
た
�
こ
の
期
間
で
人
口
は
約
三
倍
に
膨
張
し
た
こ
と
に

な
る
�
一
八
八
五
年
か
ら
一
九
三
〇
年
ま
で
に
烏
川
の
大
洪
水

�
一
九
一
〇
年
�
や
関
東
大
震
災
の
発
生
�
一
九
二
三
年
�
�
ス
ペ
イ

ン
風
邪
の
流
行
�
一
九
一
八
�
二
〇
年
�
等
�
高
崎
の
人
口
動
態
に

大
き
な
影
響
を
与
え
る
災
害
や
疾
病
が
発
生
し
た
�
し
か
し
�
人

口
推
移
を
見
る
限
り
�
こ
れ
ら
の
出
来
事
に
よ
る
影
響
は
ほ
と
ん

ど
認
め
ら
れ
ず
�
常
住
人
口
は
堅
調
に
増
加
し
て
い
�
た
�
ち
な

み
に
�
新
編
高
崎
市
史
�
一
九
九
八
�
に
よ
る
と
�
高
崎
に
お
け
る

関
東
大
震
災
の
影
響
は
軽
微
で
�
む
し
ろ
積
極
的
に
被
災
者
を
受

け
入
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
�

　

高
崎
は
一
九
二
七
年
に
利
水
域
の
塚
沢
村
と
非
利
水
域
の
片
岡

村
を
編
入
合
併
し
た
�
換
言
す
れ
ば
�
編
入
合
併
以
前
ま
で
の
領

域
は
旧
城
下
町
高
崎
四
三
町
と
周
辺
四
村
に
限
ら
れ
る
�
合
併
前

の
高
崎
は
�
急
激
な
人
口
増
加
に
よ
�
て
人
口
密
度
が
相
当
高
ま
�

た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
�
具
体
的
な
数
値
を
挙
げ
る
と
�
市

制
施
行
時
の
一
九
〇
〇
年
に
お
け
る
高
崎
の
面
積
は
四
・
八
七
平
方
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キ
ロ
メ
�
ト
ル
で
あ
り
�
当
時
の
常
住
人
口
は
三
〇
四
四
五
人
で

あ
�
た
の
で
�
人
口
密
度
は
六
二
五
二
人
／
平
方
キ
ロ
メ
�
ト
ル

と
な
る
�
塚
沢
村
と
片
岡
村
を
編
入
合
併
す
る
直
前
の
一
九
二
五

年
の
常
住
人
口
は
五
五
一
二
六
人
で
あ
�
た
の
で
�
こ
の
時
点
で

人
口
密
度
は
実
に
一
一
三
一
九
人
／
平
方
キ
ロ
メ
�
ト
ル
に
達
す

る
�
二
〇
二
〇
年
六
月
現
在
の
値
で
比
較
し
て
み
る
と
�
当
時
の

高
崎
の
人
口
密
度
は
大
阪
市
二
四
区
の
人
口
密
度
一
一
九
五
二
人

／
平
方
キ
ロ
メ
�
ト
ル
�
面
積:
二
二
二
・
三
平
方
キ
ロ
メ
�
ト
ル
�

常
住
人
口:

二
六
九
一
七
四
二
人
�
に
匹
敵
す
る
�
高
崎
は
宅
地
等

の
可
住
地
域
が
旧
城
下
町
と
旧
宿
場
町
に
限
ら
れ
て
い
た
た
め
�

急
激
な
人
口
増
加
が
人
口
密
度
の
上
昇
に
拍
車
を
か
け
た
と
推
測

さ
れ
る
�

　

一
方
�
農
村
部
を
多
く
含
む
高
崎
の
周
辺
で
は
ど
の
よ
う
な

状
況
に
あ
�
た
の
か
�
町
村
合
併
時
点
で
畑
の
割
合
が
最
も
高

か
�
た
岩
鼻
村
に
着
目
す
る
と
�
常
住
人
口
は
二
七
五
一
人
か

ら
三
九
八
四
人
と
な
り
一
二
〇
〇
人
程
度
の
増
加
�
増
減
率
は

四
四
・
八
％
に
過
ぎ
な
い
�
そ
の
他
の
町
村
も
人
口
増
加
は
軽
微
で
�

増
減
率
は
最
小
の
一
三
・
七
％
�
六
郷
村
�
か
ら
最
大
の
四
五
・
三
％

�
長
野
村
�
の
範
囲
で
収
ま
�
て
い
る
�

　

な
お
�
群
馬
郡
全
体
の
常
住
人
口
を
求
め
て
み
る
と
�
群
馬
郡

内
に
お
け
る
長
野
堰
用
水
の
利
水
域
と
非
利
水
域
で
は
�
対
照
的

な
動
き
を
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
�
非
利
水
域
の
常
住
人
口
は
�

一
八
九
八
年
か
ら
一
九
三
〇
年
ま
で
の
期
間
で
七
八
六
七
三
人
か

ら
六
〇
一
〇
五
人
と
な
り
�
約
一
・
八
万
人
減
少
し
た
�
一
方
�
利

水
域
の
常
住
人
口
は
五
二
六
四
五
人
か
ら
八
六
八
三
五
人
と
な
り
�

約
三
・
四
万
人
増
加
し
た
�
つ
ま
り
�
こ
の
期
間
で
群
馬
郡
内
の
人

口
は
長
野
堰
用
水
の
利
水
域
と
非
利
水
域
で
逆
転
し
た
の
で
あ
る
�

　

し
た
が
�
て
�
明
治
時
代
か
ら
昭
和
初
期
ま
で
の
利
水
域
人
口

は
�
都
市
部
と
農
村
部
と
も
に
増
加
し
た
が
�
増
加
の
程
度
に
は

濃
淡
が
あ
り
�
都
市
部
が
農
村
部
を
上
回
�
て
い
た
�
高
崎
が
蚕

11

図３　高崎の人口推移

出所：群馬県『群馬県統計書』および高橋
眞一・中川聡史編　『地域人口からみ
た日本の人口転換』古今書院、2010

群馬県全体に

対する割合

人口数



糸
絹
業
を
基
軸
に
商
工
都
市
へ
と
成
長
す
る
一
端
を
�
堅
調
な
人

口
増
加
か
ら
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
�

�
３
�
長
野
堰
用
水
に
期
待
さ
れ
た
役
割
の
変
化

　

高
崎
を
中
心
と
し
た
利
水
域
の
人
口
増
加
に
よ
�
て
�
人
々
の

生
活
に
も
変
化
が
起
こ
る
こ
と
に
な
る
�
本
章
を
締
め
く
く
る
に

あ
た
り
�
高
崎
の
人
口
急
増
に
よ
る
長
野
堰
用
水
の
役
割
の
変
化

を
考
え
て
み
た
い
�

　

ま
ず
�
当
時
の
高
崎
で
の
生
活
を
窺
い
知
る
上
で
参
考
に
な
る

の
が
��
一
八
九
〇
年
版
群
馬
県
統
計
書
�
で
あ
る
�
こ
の
統
計
書

に
収
録
さ
れ
て
い
る
�
郡
ノ
戸
数
及
建
物
�
の
項
目
か
ら
�
高
崎
町

の
住
居
と
地
価
を
見
て
い
く
と
�
高
崎
町
に
立
地
す
る
民
家
数
は

五
一
〇
一
戸
で
あ
り
�
県
全
体
�
一
三
万
一
二
二
七
戸
�
の
三
・
九
％

を
占
め
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
�
前
橋
町
の
戸
数
は
五
五
〇
八
戸

で
あ
�
た
こ
と
か
ら
�
居
住
機
能
に
つ
い
て
は
�
高
崎
町
と
前
橋

町
が
同
程
度
の
収
容
力
を
有
し
て
い
た
�

　

つ
ぎ
に
戸
数
と
一
戸
あ
た
り
の
家
族
人
員
で
あ
る
が
�
高
崎
町

の
戸
数
は
四
六
四
六
戸
�
一
戸
あ
た
り
の
家
族
人
員
は
五
・
二
三
人

で
あ
�
た
�
県
全
体
で
は
五
・
六
七
人
な
の
で
�
わ
ず
か
に
高
崎
町

の
一
戸
あ
た
り
の
家
族
人
員
は
少
な
か
�
た
�
ち
な
み
に
厚
生
労

働
省
�
厚
生
統
計
要
覧
�
令
和
元
年
度
�
�
に
よ
る
と
�
二
〇
一
九
年

に
お
け
る
群
馬
県
の
一
世
帯
あ
た
り
平
均
構
成
人
員
�
日
本
人
�
は
�

二
・
三
五
人
で
あ
る
こ
と
か
ら
�
今
日
に
至
る
ま
で
�
い
か
に
日
本

で
は
核
家
族
化
が
進
ん
だ
の
か
を
痛
感
さ
せ
ら
れ
る
�

　

続
い
て
民
家
の
需
給
バ
ラ
ン
ス
を
示
す
地
価
を
見
て
い
こ
う
�

一
八
九
一
年
年
版
群
馬
県
統
計
書
�
宅
地
ノ
段
別
及
地
價
�
の
項
目

に
よ
る
と
�
高
崎
町
一
反
あ
た
り
の
平
均
地
価
は
九
六
・
一
円
で
あ

り
�
群
馬
県
全
体
の
平
均
価
格
�
三
一
・
二
円
�
の
三
倍
以
上
の
価
格

を
付
け
て
い
た
�

　

つ
ま
り
�
宅
地
に
関
し
て
は
市
制
施
行
以
前
の
時
点
で
�
す
で

に
都
市
部
と
農
村
部
と
の
間
に
大
き
な
価
格
差
が
存
在
し
て
い

た
�
な
お
�
県
内
主
要
都
市
の
前
橋
町
�
五
五
・
二
円
�
や
桐
生
町

�
五
五
・
一
円
�と
比
較
し
て
も
�
高
崎
町
の
地
価
は
相
対
的
に
高
い
�

人
口
急
増
に
伴
う
都
市
化
に
よ
�
て
�
高
崎
の
地
価
は
県
内
有
数

の
水
準
に
あ
�
た
と
み
ら
れ
る
�

　

と
こ
ろ
が
�
急
激
な
人
口
増
加
と
都
市
化
は
�
新
た
な
都
市
問

題
を
生
み
出
す
一
因
に
も
な
り
�
中
で
も
水
利
に
関
し
て
は
切
迫

し
た
状
況
で
あ
�
た
�

　

当
時
の
水
利
事
情
を
報
じ
た
�
郵
便
報
知
�
一
八
七
八
年
六
月
三

日
付
に
よ
る
と
��
群
馬
県
下
高
崎
駅
ハ
上
野
第
一
の
都
会
な
れ
ど

も
土
地
高
燥
に
し
て
飲
水
に
乏
し
く
�
市
民
用
水
堰
の
流
を
汲
み

来
り
し
が
追
々
土
地
の
繁
盛
に
赴
く
に
付
て
ハ
随
て
汚
泥
流
水
に

滲
入
し
�
水
質
を
変
ず
る
を
以
て
人
民
の
健
全
に
害
あ
る
は
論
を

俟
た
ず
�
と
あ
り
�
飲
料
水
の
確
保
に
窮
す
る
厳
し
い
実
情
を
伝

12



え
て
い
る
�
高
崎
市
史
編
さ
ん
委
員
会
�
新
編
高
崎
市
史　

資
料
編

一
〇　

近
代
現
代
Ⅱ
�
�
高
崎
市
�
一
九
九
五
�
�

　

人
口
増
加
に
伴
�
て
不
足
す
る
飲
料
水
を
確
保
す
る
た
め
�
高

崎
で
は
水
道
の
敷
設
工
事
が
計
画
さ
れ
た
��
新
編
高
崎
市
史

�
一
九
九
五
�
�
に
よ
る
と
�
ま
ず
一
八
八
七
年
に
住
吉
町
�
里
俗
大

橋
�
か
ら
新
町
ま
で
の
全
長
約
一
二
〇
〇
間
で
水
道
工
事
が
着
工
さ

れ
た
�
総
工
費
四
二
九
一
円
の
う
ち
二
〇
〇
〇
円
は
有
志
に
よ
る

寄
付
金
で
ま
か
な
わ
れ
�
残
金
は
取
水
域
内
各
町
の
協
議
費
で
充

当
さ
れ
た
そ
う
で
あ
る
�
陶
管
に
よ
る
簡
易
水
道
で
あ
�
た
も
の

の
�
一
八
八
八
年
ま
で
に
は
完
成
に
至
�
た
�
一
部
�
長
野
堰
用

水
か
ら
取
水
し
た
こ
の
簡
易
水
道
は
�
当
初
か
ら
高
崎
兵
営
に
駐

屯
す
る
歩
兵
第
一
五
連
隊
の
飲
料
水
確
保
も
兼
ね
て
い
た
�
長
野

堰
用
水
は
高
崎
町
民
の
生
活
の
み
な
ら
ず
�
軍
隊
へ
の
水
供
給
に

も
貢
献
し
た
と
評
価
で
き
る
だ
ろ
う
�

　

し
た
が
�
て
�
明
治
時
代
か
ら
昭
和
初
期
ま
で
に
長
野
堰
用
水

の
利
水
域
�
な
か
で
も
高
崎
を
中
心
と
し
た
都
市
部
で
は
�
急
激

な
人
口
増
加
に
よ
�
て
�
飲
料
水
の
確
保
が
緊
要
の
課
題
で
あ
�

た
�
高
崎
の
都
市
成
長
に
合
わ
せ
て
長
野
堰
用
水
の
役
割
も
同
時

に
�
従
来
の
農
業
用
水
と
し
て
の
役
割
の
み
な
ら
ず
�
高
崎
で
暮

ら
す
人
々
の
社
会
経
済
活
動
を
支
え
る
生
活
用
水
と
し
て
�
染
色

業
等
に
利
用
さ
れ
る
工
業
用
水
と
し
て
�
よ
り
多
様
な
役
割
が
期

待
さ
れ
る
よ
う
に
な
�
た
の
で
あ
る
�　
　
　
　
　

�
佐
藤
英
人
�
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コ
ラ
ム　

長
野
堰
と
長
野
氏

　

�
長
野
堰
�
は
�
近
世
ま
で
�
西
新
波
堰
�
あ
る
い
は
�
大
堰
�
と
呼

び
な
ら
わ
さ
れ
て
き
た
が
�
明
治
時
代
以
降
に
な
�
て
�
長
野
堰
�

と
い
う
呼
称
が
定
着
し
現
在
に
至
�
て
い
る
�
で
は
�
こ
の
長
野

堰
の
�
長
野
�と
は
何
を
指
す
か
�

　

そ
の
ル
�
ツ
を
た
ど
る
と
�
長
野
堰
開
削
に
尽
力
し
た
と
伝
え

ら
れ
て
い
る
中
世
の
有
力
氏
族
・
長
野
氏
に
た
ど
り
つ
く
�
な
お
�

長
野
姓
の
ル
�
ツ
は
群
馬
郡
長
野
郷
�
現
在
の
高
崎
市
浜
川
町
周

辺
�を
本
拠
地
と
し
た
こ
と
に
由
来
す
る
と
い
わ
れ
て
い
る
�
�

　

た
だ
�
長
野
堰
と
長
野
氏
の
つ
な
が
り
を
明
確
に
示
す
よ
う
な

同
時
代
資
料
は
残
さ
れ
て
い
な
い
�
そ
も
そ
も
長
野
堰
の
開
削
が

い
つ
始
ま
り
�
現
在
の
形
状
に
な
�
た
の
は
い
つ
か
�
と
い
�
た

記
録
も
残
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
�
一
方
�
開
削
者
と
さ
れ
る

長
野
氏
に
つ
い
て
も
��
吾
妻
鏡
�
正
嘉
二
年
�
一
二
五
八
�
三
月
一

日
条
に
�
永
野
次
郎
太
郎
�
の
名
が
見
ら
れ
�
上
野
国
の
御
家
人
で

あ
�
た
こ
と
は
わ
か
る
も
の
の
�
そ
れ
以
降
は
室
町
時
代
に
入
る

ま
で
�
具
体
的
な
活
動
を
語
る
資
料
類
は
確
認
で
き
な
い
�
つ
ま

り
�
長
野
堰
も
長
野
氏
な
る
一
族
に
つ
い
て
も
歴
史
的
に
は
未
だ

解
明
さ
れ
て
い
な
い
部
分
が
多
い
の
で
あ
る
�
長
野
堰
と
長
野
氏

と
の
関
わ
り
が
明
文
化
さ
れ
る
よ
う
に
な
�
た
の
は
�
明
治
時
代

に
入
�
て
か
ら
�
た
と
え
ば
一
九
〇
五
�
明
治
三
八
�
年
刊
行
の
新
井

馬
吉
�
長
野
堰
史
�な
ど
�
に
過
ぎ
な
い
�

　

と
は
い
え
�
長
野
堰
の
立
地
と
当
該
地
の
歴
史
的
背
景
を
総
合

的
に
考
え
る
と
�
長
野
氏
が
ま
�
た
く
無
関
係
で
あ
�
た
と
は
考

え
ら
れ
ず
�
堰
の
開
削
に
携
わ
�
て
い
た
と
考
え
る
の
が
妥
当
で

あ
ろ
う
�

　

さ
て
�
謎
が
多
い
長
野
一
族
だ
が
�
今
で
も
広
く
知
ら
れ
て
い

る
の
は
戦
国
期
の
長
野
業
政
�
業
正
�
だ
ろ
う
�
長
野
氏
の
滅
亡
は

一
五
六
六
�
永
禄
九
�
年
で
�
甲
斐
・
武
田
氏
に
よ
る
主
城
・
箕
輪

城
�
支
城
・
鷹
留
城
へ
の
侵
攻
が
原
因
だ
が
�
業
政
は
そ
の
直
前

に
亡
く
な
�
て
お
り
�
業
政
存
命
中
は
武
田
軍
も
箕
輪
城
へ
迂
闊

に
手
出
し
が
で
き
な
か
�
た
�
と
い
�
た
言
説
が
今
な
お
語
り
つ

が
れ
て
い
る
�
そ
の
背
景
に
は
�
長
野
氏
滅
亡
後
の
�
近
世
の
軍
記

物
と
い
�
た
テ
キ
ス
ト
の
影
響
が
あ
る
�
た
と
え
ば
�
強
大
な
武

田
氏
に
よ
る
度
重
な
る
上
野
国
侵
攻
を
何
度
と
な
く
退
け
た
と
い

う
伝
説
的
偉
業
は
�
こ
れ
ら
の
テ
キ
ス
ト
に
記
さ
れ
�
一
般
に
親

し
ま
れ
る
よ
う
に
な
�
た
の
で
あ
る
�

　

た
だ
�
歴
史
的
事
実
を
ひ
も
と
く
と
�
そ
う
し
た
業
政
像
は
あ

く
ま
で
伝
承
上
の
も
の
に
過
ぎ
な
い
�
一
方
で
�
周
囲
の
有
力
国

人
に
自
分
の
娘
を
次
々
に
嫁
が
せ
�
西
上
州
一
帯
を
長
野
一
族
お

よ
び
そ
の
親
戚
筋
で
固
め
�
事
実
上
の
統
治
者
と
な
�
た
こ
と
は

確
か
な
よ
う
で
あ
る
�
そ
の
た
め
�
長
野
堰
が
現
在
の
形
状
に
至
�

た
の
も
�
業
政
が
深
く
関
与
し
た
た
め
と
見
る
向
き
も
あ
る
�
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し
か
し
�
長
野
氏
が
西
上
州
一
帯
を
事
実
上
治
め
ら
れ
た
の
は
�

統
治
者
と
し
て
の
業
政
の
力
量
ば
か
り
に
委
ね
ら
れ
る
だ
ろ
う
か
�

あ
く
ま
で
も
推
論
で
は
あ
る
が
�
恐
ら
く
こ
の
時
代
の
長
野
氏
に

は
�
西
上
州
の
�
覇
者
�
で
あ
る
こ
と
を
強
化
し
�
支
え
た
�
力
�
が

働
い
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
�
こ
こ
で
の
キ
�
ワ
�

ド
は
�
上
野
国
太
守
�
と
�
在
原
�
姓
で
あ
る
��
な
お
こ
の
点
に
つ
い

て
は
�
佐
藤
喜
久
一
郎
�
二
〇
〇
七
��
近
世
上
野
神
話
の
世
界
�
岩

田
書
院
�
一
〇
〇
�
一
〇
八
頁
に
詳
し
い
�

　

近
世
に
入
�
て
か
ら
作
成
さ
れ
た
長
野
氏
諸
系
図
は
�
系
図
間

で
の
人
名
等
の
異
同
が
多
く
�
と
り
わ
け
戦
国
期
以
前
の
人
物
名

は
実
在
の
可
否
も
含
め
て
慎
重
に
扱
う
必
要
が
あ
る
�
た
だ
�
ど

の
系
図
に
も
共
通
し
て
い
る
点
は
�
そ
の
祖
は
平
城
天
皇
第
一
皇

子
で
あ
る
阿
保
親
王
と
し
て
い
る
こ
と
だ
ろ
う
�
阿
保
親
王
は
承

和
元
年
�
八
三
四
�
三
月
二
一
日
に
�
上
野
国
太
守
�
に
任
ぜ
ら
れ
て

い
る
�
当
時
�
上
野
国
は
常
陸
・
上
総
国
と
並
び
親
王
が
国
司
と

し
て
任
じ
ら
れ
る
親
王
任
国
だ
�
た
�
そ
の
た
め
�
国
司
が
通
常

用
い
る
�
守
�
で
は
な
く
�
太
守
�
が
用
い
ら
れ
た
の
で
あ
る
�
そ
の

阿
保
親
王
を
祖
と
す
る
こ
と
で
�
長
野
氏
は
上
野
国
を
治
め
る
に

相
応
し
い
出
自
で
あ
る
と
印
象
づ
け
る
こ
と
に
な
る
�

　

加
え
て
�
長
野
氏
諸
系
図
は
阿
保
親
王
の
第
五
男
に
あ
た
る
在

原
業
平
に
連
な
る
氏
族
と
し
て
記
さ
れ
て
い
る
�
在
原
業
平
と
い

え
ば
�
伊
勢
物
語
�
の
主
人
公
の
モ
デ
ル
と
し
て
知
ら
れ
た
人
物
で

あ
る
�
す
な
わ
ち
長
野
氏
は
も
と
も
と
在
原
姓
で
あ
�
た
と
い
う

の
だ
�
さ
ら
に
系
図
で
は
石
上
姓
も
賜
�
た
と
記
さ
れ
て
い
る
�

　

長
野
氏
が
も
と
は
在
原
姓
で
あ
�
た
と
い
う
言
説
は
�
そ
れ

な
り
に
知
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
�
た
と
え
ば
�
弘
治
三
年

�
一
五
五
七
�
成
立
の
句
集
�
石
苔
�
な
ど
に
も
見
ら
れ
る
�
�
そ
う

考
え
る
と
�
長
野
氏
歴
代
当
主
が
�
業
�
の
字
を
継
い
で
い
る
の
も
�

恐
ら
く
は
業
平
子
孫
と
伝
え
ら
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
�

　

業
平
は
�
伊
勢
物
語
�
を
通
し
て
�
あ
る
い
は
六
歌
仙
の
一
人
と

し
て
�
政
治
的
能
力
と
は
別
に
�
あ
る
種
の
伝
説
的
な
人
物
と
し
て

捉
え
ら
れ
て
い
た
�
そ
の
子
孫
と
し
て
長
野
氏
を
位
置
付
け
る
こ

と
は
史
実
と
し
て
は
大
変
難
し
い
�
同
様
の
こ
と
は
当
然
�
阿
保

親
王
に
も
い
え
る
�
た
だ
�
重
要
な
の
は
そ
れ
が
史
実
か
ど
う
か

で
は
な
く
�
長
野
氏
が
自
ら
の
祖
先
を
阿
保
親
王
や
業
平
だ
と
位

置
づ
け
�
喧
伝
し
て
い
た
こ
と
に
あ
る
�
業
政
が
統
治
者
と
し
て

優
れ
て
い
た
と
は
い
え
�
西
上
州
の
有
力
国
人
に
過
ぎ
な
か
�
た

長
野
氏
が
周
囲
を
ま
と
め
上
げ
ら
れ
た
の
は
�
由
緒
あ
る
�
上
野
国

太
守
�
の
流
れ
を
汲
み
�
ま
た
在
原
業
平
と
い
う
伝
説
的
人
物
の
血

筋
で
あ
る
と
周
囲
か
ら
の
も
広
く
認
知
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
は
な

い
か
�
そ
う
し
た
伝
承
上
の
権
威
が
長
野
氏
の
栄
達
に
大
き
く
か

か
わ
り
�
ひ
い
て
は
長
野
堰
開
削
と
い
う
一
大
事
業
の
支
え
に
な
�

た
と
も
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
�

�
鈴
木
耕
太
郎
�
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Ⅲ　

生
活
用
水
と
し
て
の
長
野
堰

　

中
山
道
の
宿
場
町
�
絹
の
取
引
市
場
と
し
て
発
展
し
て
き
た
高

崎
は
�
明
治
に
入
る
と
�
蚕
糸
業
が
近
代
日
本
経
済
を
支
え
る

産
業
と
な
�
た
こ
と
か
ら
�
絹
問
屋
が
旧
城
下
町
に
集
ま
る
よ

う
に
な
り
�
商
都
と
し
て
の
性
格
が
強
く
な
�
た
�
そ
の
一
方
�

一
八
八
四
�
明
治
一
七
�
年
に
は
陸
軍
十
五
連
隊
が
配
置
さ
れ
�
軍

都
と
し
て
の
性
格
も
併
せ
持
つ
よ
う
に
な
�
た
�
一
八
八
三
�
明
治

一
六
�
年
に
お
け
る
高
崎
は
四
一
一
四
世
帯
�
一
万
六
九
七
六
人
で

あ
�
た
�
お
雇
い
外
国
人
の
リ
チ
�
�
ド
・
ボ
イ
ル
の
推
奨
も
あ
�

て
�
一
八
八
三
年
に
旧
中
山
道
沿
い
東
京
・
京
都
間
の
鉄
道
を
敷

設
す
る
計
画
が
推
進
さ
れ
る
こ
と
に
な
�
た
�
後
に
碓
氷
峠
や
長

野
・
岐
阜
県
下
の
木
曽
川
沿
い
の
山
岳
地
帯
に
行
く
手
を
阻
ま
れ
�

東
海
道
ル
�
ト
を
優
先
す
る
よ
う
に
な
る
が
�
一
八
八
四
年
に
は

上
野
高
崎
間
に
鉄
道
が
開
通
し
�
一
八
八
六
年
に
は
碓
氷
峠
の
麓

の
横
川
ま
で
開
通
し
て
い
た
�

　

米
国
へ
の
優
等
糸
の
輸
出
が
近
代
日
本
の
経
済
を
支
え
た
こ
と

か
ら
�
高
崎
も
生
糸
�
絹
の
中
継
地
と
し
て
栄
え
た
�
そ
の
結
果
�

市
制
を
施
行
し
た
一
九
〇
〇
�
明
治
三
三
�
年
で
は
五
九
二
四
世
帯
�

三
万
二
四
六
七
人
を
数
え
て
い
る
�
こ
の
間
に
下
並
榎
村
�
赤
坂
村
�

下
和
田
村
�
飯
塚
村
の
一
部
を
合
併
し
た
こ
と
も
相
ま
�
て
�
世

帯
数
は
四
四
％
増
加
し
�
人
口
は
二
倍
近
く
の
増
加
を
見
て
い
る
�

こ
う
し
た
人
口
増
加
は
�
都
市
整
備
を
要
請
す
る
こ
と
に
な
�
た
�

そ
の
一
つ
が
水
道
で
あ
�
た
�

　

高
崎
藩
時
代
は
厳
重
に
管
理
さ
れ
�
水
質
も
良
好
だ
�
た
長
野

堰
用
水
で
あ
�
た
が
�
廃
藩
置
県
後
は
�
町
民
が
田
用
水
に
汚
物

を
捨
て
水
質
が
悪
化
し
�
用
水
路
は
下
水
路
に
変
化
し
て
�
水
質

が
悪
く
な
�
て
飲
用
に
は
適
さ
な
く
な
�
た
�
こ
の
頃
の
高
崎
町

の
上
水
を
め
ぐ
る
状
況
は
�
本
市
ノ
井
水
タ
ル
其
量
僅
少
其
質
不
良

ニ
シ
テ
飲
料
二
適
セ
ル
モ
ノ
稀
レ
�
��
然
に
本
市
た
る
や
一
部
を
除

き
市
街
平
坦
且
卑
濕
に
し
て
地
質
良
水
を
生
せ
ず
飲
用
に
適
す
る

井
水
数
十
箇
に
過
ぎ
ず
戸
口
の
繁
殖
に
随
ひ
水
質
不
良
に
変
し
日

常
の
需
用
缼
乏
を
告
げ
加
之
祝
融
の
本
市
を
襲
ふ
こ
と
再
三
再
四

に
止
ら
ず
家
屋
財
産
の
烏
有
に
帰
せ
し
も
の
又
僅
少
に
あ
ら
ず
�
と

述
べ
ら
れ
て
い
る
�
高
崎
市
�
高
崎
水
道
誌
�
一
九
二
五
年
�
�

　

そ
の
た
め
�
一
八
八
六
�
明
治
一
九
�
年
六
月
に
は
�
現
在
の
中

心
市
街
地
に
あ
た
る
本
町
�
九
蔵
町
�
田
町
�
寄
合
町
�
中
紺
屋
町
�

白
銀
町
�
鞘
町
�
連
雀
町
�
新
町
�
砂
賀
町
�
桧
物
町
�
喜
多
町
�

椿
町
�
元
紺
屋
町
�
新
紺
屋
町
の
十
五
�
町
に
お
い
て
簡
易
水
道

布
設
が
決
ま
り
�
十
五
�
町
連
合
町
会
区
域
指
定
の
認
可
を
得
て
�

長
野
堰
水
利
組
合
と
協
定
を
結
び
�
飯
塚
村
の
新
井
堰
よ
り
取
水

す
る
簡
易
上
水
道
を
布
設
し
た
�
一
八
八
八
年
に
竣
工
し
�
新
井

堰
で
取
り
入
れ
ら
れ
た
水
は
�
沈
定
器
�
濾
過
器
を
通
�
て
鉄
管
�

陶
管
に
よ
り
一
九
�
所
設
け
ら
れ
た
共
同
井
へ
供
給
さ
れ
た
�
給
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水
戸
数
は
一
七
七
一
戸
�
全
戸
数
の
四
一
％
余
り
に
留
ま
�
て
い

た
�
管
理
は
長
野
堰
の
管
理
者
で
あ
�
た
西
群
馬
郡
長
が
行
い
�

自
家
用
汲
井
使
用
料
�
共
同
井
使
用
料
を
徴
収
し
た
�

　

し
か
し
な
が
ら
�
長
野
堰
の
修
繕
時
に
は
断
水
し
�
一
�
月
近

く
停
水
す
る
こ
と
も
あ
�
て
�
完
全
な
水
道
を
求
め
る
動
き
が
出

て
き
た
�
長
野
堰
を
管
理
し
て
い
た
群
馬
郡
役
所
が
降
雨
あ
る
ご

と
に
水
門
を
締
め
る
た
め
濾
過
池
に
給
水
さ
れ
ず
�
ま
た
長
野
堰

の
修
繕
の
た
め
に
給
水
さ
れ
な
い
こ
と
も
な
り
�
長
く
は
三
〇
日

間
に
及
ん
だ
と
い
う
�
そ
の
た
め
�
管
理
を
高
崎
町
役
場
に
移
し
�

量
水
を
得
ら
れ
る
よ
う
に
な
�
た
も
の
の
�
完
全
な
水
道
で
は
な

か
�
た
こ
と
か
ら
�
一
八
九
四
�
明
治
二
七
�
年
頃
�
大
八
木
村
�
現

高
崎
市
大
八
木
町
�
の
湧
水
の
引
水
が
考
案
さ
れ
た
が
水
量
が
少
な

く
水
道
敷
設
に
は
及
ば
な
か
�
た
�
一
八
九
七
年
頃
�
並
榎
村
に

沈
澄
池
を
造
成
す
る
案
も
あ
�
た
が
�
長
野
堰
用
水
組
合
と
の
交

渉
が
成
立
せ
ず
頓
挫
し
て
い
る
�
高
崎
町
で
は
�
水
道
水
源
調
査

を
行
う
な
ど
�
水
道
整
備
の
た
め
の
模
索
が
続
い
て
い
た
�

　

高
崎
市
の
初
代
市
長
・
矢
島
八
郎
は
�
水
道
敷
設
事
業
を
緊
要

な
る
大
事
業
と
し
て
�
水
道
水
源
の
調
査
に
当
た
ら
せ
た
�
水

道
布
設
は
�
市
民
の
飲
料
水
の
確
保
が
第
一
義
で
は
あ
�
た
が
�

一
八
七
五
�
明
治
八
�
年
に
東
京
鎮
台
高
崎
分
営
が
高
崎
城
址
に
設

置
さ
れ
�
一
八
八
四
年
に
は
歩
兵
第
十
五
連
隊
が
設
置
さ
れ
る
よ

う
に
な
�
て
�
高
崎
市
は
軍
都
と
し
て
の
性
格
も
帯
び
る
よ
う
に

な
�
て
い
た
�
十
五
連
隊
で
は
�
飲
用
水
を
原
因
と
し
た
腸
チ
フ

ス
に
罹
患
す
る
隊
員
が
増
加
し
�
良
質
な
飲
用
水
の
確
保
の
た
め

の
水
道
布
設
を
求
め
て
い
た
�

　

調
査
の
結
果
�
上
里
見
村
の
春
日
堰
を
水
源
と
し
て
�
剣

崎
浄
水
場
で
濾
過
し
て
�
市
内
に
給
水
す
る
計
画
が
採
用
さ

れ
�
一
九
〇
九
�
明
治
四
二
�
年
に
高
崎
市
水
道
が
竣
工
し
た
�

一
九
〇
六
年
�
高
崎
市
水
道
の
布
設
に
際
し
�
春
日
堰
は
長
野
堰

の
取
水
口
よ
り
上
流
部
に
あ
る
こ
と
か
ら
�
高
崎
市
と
長
野
普
通

水
利
組
合
と
の
間
で
��
長
野
堰
ニ
於
テ
田
用
水
ニ
不
足
ヲ
告
ケ
旧

慣
ニ
依
リ
春
日
堰
以
下
分
水
ヲ
要
ス
ル
ト
キ
之
カ
為
高
崎
市
水
道

ニ
影
響
ヲ
及
ホ
ス
コ
ト
ア
ル
モ
高
崎
市
ハ
異
議
ヲ
唱
ヘ
サ
ル
コ
ト
�

�
�
高
崎
水
道
誌
�
�
な
ど
の
契
約
を
結
ん
で
い
る
�
高
崎
市
の
上
水

道
は
�
一
九
一
〇
�
明
治
四
三
�
年
一
一
月
に
群
馬
県
で
最
初
の
近

代
水
道
と
し
て
竣
工
し
た
�

　

こ
の
時
点
で
生
活
用
水
と
し
て
の
長
野
堰
の
役
割
は
終
わ
り
�

農
業
用
水
に
戻
�
た
�
水
質
や
水
量
の
問
題
が
多
々
あ
�
た
よ
う

で
あ
る
が
�
一
八
八
八
年
か
ら
一
九
一
〇
年
ま
で
の
間
�
増
加
し

続
け
る
高
崎
市
民
の
生
活
を
支
え
た
こ
と
は
特
筆
さ
れ
る
�

�
西
野
寿
章
�
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Ⅳ　

染
色
業
の
展
開
と
長
野
堰

　

中
山
道
の
宿
場
町
と
し
て
発
展
し
て
き
た
高
崎
市
は
�
一
六
九
〇

�
元
禄
三
�
年
に
絹
市
場
が
開
設
さ
れ
て
以
降
�
周
辺
の
農
村
に
お

い
て
座
繰
に
よ
�
て
生
産
さ
れ
た
絹
が
城
下
町
に
集
ま
り
��
お
江

戸
見
た
け
り
�
高
崎
田
町
�
紺
の
の
れ
ん
が
ひ
ら
ひ
ら
と
�
と
詠
わ

れ
た
よ
う
に
賑
わ
い
を
見
せ
て
い
た
�

　

群
馬
県
は
�
長
野
県
�
岐
阜
県
な
ど
と
と
も
に
戦
前
の
代
表
的

な
蚕
糸
業
地
域
で
あ
�
た
�
前
橋
市
に
は
�
富
岡
製
糸
場
よ
り
も

二
年
早
い
一
八
七
〇
�
明
治
三
�
年
に
�
前
橋
藩
に
よ
�
て
イ
タ
リ

ア
式
製
糸
器
械
に
よ
る
前
橋
製
糸
所
が
開
設
さ
れ
�
群
馬
県
蚕
糸

業
の
中
心
と
な
�
て
い
�
た
が
�
高
崎
市
に
立
地
し
た
製
糸
工
場

は
数
件
で
あ
り
�
近
世
の
賑
わ
い
を
明
治
以
降
も
引
き
継
い
で
�

絹
市
場
と
し
て
の
役
割
を
担
�
て
い
た
�
そ
れ
は
�
一
八
八
五
�
明

治
一
八
�
年
に
は
�
群
馬
県
生
絹
太
織
商
同
業
組
合
が
設
立
さ
れ
�

そ
の
事
務
所
は
高
崎
町
田
町
に
置
か
れ
�
一
八
九
四
年
に
は
田
町

に
固
定
市
場
が
開
設
さ
れ
た
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
�
高
崎
市
は
�
群
馬

県
の
生
絹
市
場
�
玉
糸
を
用
い
た
太
織
物
市
場
の
中
心
で
あ
�
た
�

　

�
高
崎
繁
盛
記
�
に
よ
る
と
�
一
九
〇
四
�
明
治
三
七
�
年
頃
の
高

崎
の
製
糸
工
場
は
四
軒
�
糸
繭
商
四
二
軒
�
生
糸
及
び
染
糸
商

八
軒
が
あ
�
た
と
記
録
さ
れ
て
い
る
�
豊
国
義
孝
�
高
崎
繁
昌
記
�

一
九
〇
四
年
�
�

　

高
崎
で
生
産
さ
れ
た
絹
は
�
高
崎
絹
�
と
し
て
全
国
に
流
通
し
て

い
た
�
高
崎
絹
は
�
下
等
生
糸
や
玉
糸
を
経
糸
�
縦
糸
�
と
緯
糸

�
横
糸
�
に
使
用
し
て
織
り
�
染
色
や
精
錬
な
ど
の
加
工
を
し
て
い

な
い
生
絹
と
�
玉
糸
を
経
糸
に
熨
斗
糸
�
屑
糸
�
を
緯
糸
に
し
て
製

織
し
た
太
織
で
�
と
も
に
着
物
の
裏
地
と
し
て
使
用
さ
れ
広
く
需

要
が
あ
�
た
�
生
絹
と
太
織
は
�
高
崎
周
辺
の
農
家
が
自
家
で
養

蚕
を
行
い
�
上
繭
は
販
売
に
回
し
�
残
�
た
下
等
繭
や
二
匹
の
蚕

に
よ
�
て
つ
く
�
た
玉
繭
か
ら
婦
女
子
が
座
繰
器
械
で
糸
を
挽
い

て
製
織
し
た
�
高
崎
市
�
新
編
高
崎
市
史 

通
史
編
４ 

近
代
現
代
�
�

二
〇
〇
四
年
�
�

　

高
崎
市
の
中
心
市
街
地
に
元
紺
屋
町
�
中
紺
屋
町
�
新
紺
屋
町

の
地
名
が
あ
る
よ
う
に
�
高
崎
城
下
に
は
箕
輪
か
ら
移
住
し
て
き

た
藍
染
め
職
人
�
染
色
職
人
が
住
ん
で
い
た
が
�
明
治
以
降
に
な

る
と
�
外
部
か
ら
の
技
術
が
導
入
さ
れ
�
染
色
業
が
地
場
産
業
と

し
て
発
展
す
る
よ
う
に
な
�
た
�
一
九
〇
二
�
明
治
三
五
�
年
�
友

禅
染
職
人
が
京
都
か
ら
来
住
し
�
布
地
に
模
様
を
切
り
抜
い
た
型

紙
を
あ
て
�
染
料
を
す
り
込
み
模
様
を
染
め
出
す
捺
染
業
を
高
崎

の
地
場
産
業
と
し
て
定
着
さ
せ
た
�
ま
た
�
西
上
州
で
盛
ん
に
織

ら
れ
た
生
絹
を
生
地
と
し
�
紅
絹
と
型
板
で
染
め
る
紅
板
締
め
も

高
崎
の
染
め
物
と
し
て
特
筆
さ
れ
る
�
こ
の
紅
絹
と
紅
板
締
め
は
�

着
物
の
間
着
�
長
襦
袢
�
裏
絹
と
し
て
用
い
ら
れ
�
ほ
と
ん
ど
は

京
都
の
業
者
に
依
頼
し
て
い
た
そ
う
で
あ
る
が
�
京
都
へ
の
依
頼
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分
を
高
崎
の
染
め
工
場
で
染
め
る
よ
う
に
な
�
た
�
や
が
て
化
学

染
料
が
輸
入
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
�
型
染
め
に
よ
る
量
産
が
可
能

に
な
る
と
急
速
に
需
要
が
な
く
な
り
�
昭
和
の
初
め
に
は
ほ
と
ん

ど
姿
を
消
し
�
幻
の
染
め
技
法
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
�
高
崎
紅
の
会

編
�
よ
み
が
え
る
紅―

高
崎
の
絹
と
染
色
業―

�
�
二
〇
一
四
年
�
�

　

大
正
時
代
の
高
崎
市
に
は
一
三
の
捺
染
工
場
が
あ
り
�
そ
の
後

も
増
加
し
て
�
一
九
五
四
�
昭
和
二
九
�
年
で
は
一
四
の
工
場
を
数

え
た
�
捺
染
工
場
の
中
に
は
長
野
堰
本
川
に
お
い
て
染
め
物
を
洗

う
工
場
も
あ
�
た
が
�
染
色
工
場
は
�
現
在
の
住
吉
町
か
ら
相
生
町
�

本
町
一
丁
目
に
か
け
て
�
九
蔵
町
か
ら
中
紺
屋
町
�
元
紺
屋
町
に

か
け
て
多
く
が
分
布
し
て
お
り
�
染
色
工
場
は
�
ほ
ぼ
新
井
堰
で

分
岐
し
た
長
野
堰
用
水
路
に
沿
�
て
分
布
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か

る
�
高
崎
藩
時
代
の
新
井
堰
は
�
高
崎
城
の
堀
に
水
を
供
給
す
る

こ
と
を
目
的
に
設
け
ら
れ
�
高
崎
城
下
を
流
し
た
の
は
消
火
栓
の

役
割
を
長
野
堰
に
持
た
せ
て
い
た
か
ら
だ
と
考
え
ら
れ
る
�
高
崎

台
地
上
は
�
地
質
構
造
よ
り
水
が
得
に
く
く
�
高
崎
藩
も
そ
れ
を

知
り
�
西
新
波
堰
の
用
水
を
城
下
町
に
引
き
入
れ
た
も
の
と
考
え

ら
れ
る
�

　

染
色
の
発
色
の
出
来
不
出
来
は
良
質
の
水
に
規
定
さ
れ
た
�
明

治
期
の
上
水
道
技
術
の
未
成
熟
さ
も
相
ま
�
て
�
長
野
堰
用
水
の

飲
用
水
と
し
て
の
活
用
は
様
々
な
問
題
を
生
み
出
し
て
い
た
が
�

こ
う
し
た
染
色
業
を
高
崎
台
地
に
発
達
さ
せ
た
の
は
�
長
野
堰
が

あ
�
た
か
ら
に
外
な
ら
な
い
�

�
西
野
寿
章
�
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Ⅴ　

水
争
い
と
円
筒
分
水
堰
の
設
置

　

一
九
六
一
�
昭
和
三
六
�
年
�
長
野
堰
中
流
に
群
馬
県
事
業
と
し

て
円
筒
分
水
堰
が
設
置
さ
れ
た
�
円
筒
分
水
堰
は
�
サ
イ
フ
�
ン

の
原
理
を
利
用
し
て
�
農
業
用
水
を
平
等
に
分
水
す
る
装
置
で
あ

る
�
こ
の
装
置
が
建
設
さ
れ
た
背
景
に
は
�
長
年
に
わ
た
る
長
野

堰
下
流
の
農
村
間
の
水
争
い
が
あ
�
た
�
不
足
す
る
用
水
を
確
保

す
る
た
め
に
�
一
九
〇
四
�
明
治
三
七
�
年
に
竣
工
し
た
榛
名
湖
分

水
の
際
の
起
債
起
案
文
書
�
群
馬
県
立
文
書
館
所
蔵
�
に
は
�
水
論
ノ

為
メ
下
流
集
落
人
民
ト
上
流
集
落
人
民
ト
ノ
間
ニ
於
テ
互
ニ
腕
力

ニ
訴
ヘ
凶
器
ヲ
揮
テ
用
水
ノ
地
区
ヲ
争
奪
ス
ル
等
ノ
悲
劇
ヲ
絶
ツ

ニ
至
ル
ベ
キ
ヤ
必
セ
リ
�
と
述
べ
ら
れ
て
お
り
�
長
野
堰
下
流
部
の

農
村
に
お
け
る
水
不
足
は
江
戸
時
代
か
ら
絶
え
な
か
�
た
�
長
野

堰
流
域
の
水
争
い
は
�
戦
後
の
高
度
経
済
成
長
期
ま
で
続
い
て
い

た
�

　

表
２
は
�
戦
前
か
ら
戦
後
へ
の
動
き
を
知
る
た
め
に
�
一
九
三
〇

�
昭
和
五
�
年
に
お
け
る
長
野
堰
流
域
市
町
村
の
耕
地
面
積
�
農
家

数
�
収
穫
量
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
�
そ
れ
に
よ
る
と
�
耕
地

面
積
は
�
合
計
で
は
高
崎
市
�
次
い
で
中
川
村
�
佐
野
村
�
六
郷

村
の
順
に
多
く
な
�
て
い
る
�
農
家
率
は
六
郷
村
�
佐
野
村
�
長

野
村
の
順
に
高
く
�
六
郷
村
で
は
世
帯
の
七
一
・
五
％
が
農
家
と

な
�
て
い
る
�
高
崎
市
は
農
家
率
が
八
・
五
％
と
最
も
低
い
も
の
の
�
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市町村名 世帯数 人口
耕地（ha） 農家 収穫高（石） 収穫高（石）

田 畑 計 専業 兼業 計 農家率 水稲 陸稲 大麦 小麦

高 崎 市 12,246 39,928 599.1 497.2 1096.3 824 222 1,046 8.5 16,378 112 6,121 4,447

佐 野 村 832 4,681 299.5 209.3 508.8 450 99 549 66.0 7,657 2 2,604 2,547

倉賀野町 830 4,237 144.3 127.5 271.8 300 150 450 54.2 3,435 24 1,155 2,966

岩 鼻 村 743 3,984 135.4 212.5 347.9 352 53 405 54.5 3,313 32 499 1,273

大 類 村 333 3,272 261.4 200.3 461.7 325 120 445 ? 6,735 - 1,538 2,531

中 川 村 371 3,328 211.7 328.7 540.4 353 93 446 ? 5,225 36 2,147 1,935

六 郷 村 600 3,366 247.3 178.0 425.3 284 145 429 71.5 6,959 10 3,765 1,447

長 野 村 628 3,839 228.8 179.4 408.2 320 90 410 65.3 6,129 17 3,160 1,368

計 16,583 66,635 2,127.5 1,932.9 4,060.4 3,208 972 4,180 ? 55,831 233 20,989 18,514

表２　1930（昭和５）年における長野堰関係市町村の耕地面積と収穫高

（群馬県統計書より作成）

［注］原因は不明であるが，大類村と中川村は，農家数が世帯数より多くなって
　　 いるため，?とした。



農
家
数
は
最
も
多
く
�
耕
地
面
積
が
大
き
い
こ
と
か
ら
イ
ネ
�
裏

作
と
し
て
の
麦
の
生
産
量
が
最
も
多
く
な
�
て
い
る
�
米
の
大
部

分
は
水
稲
で
あ
る
が
�
水
条
件
の
悪
い
一
部
の
耕
地
で
は
�
陸
稲

が
栽
培
さ
れ
て
い
た
様
子
も
窺
わ
れ
る
�

　

言
う
ま
で
も
な
く
�
戦
前
の
群
馬
県
は
�
長
野
県
�
岐
阜
県
な

ど
と
と
も
に
日
本
を
代
表
す
る
蚕
糸
業
地
帯
で
あ
�
た
�
し
か
し
�

長
野
県
の
よ
う
に
製
糸
大
資
本
が
生
成
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
く
�

む
し
ろ
農
家
単
位
で
の
座
繰
製
糸
が
盛
ん
で
�
と
り
わ
け
西
毛
地

方
は
農
家
で
生
産
さ
れ
た
繭
糸
を
集
荷
す
る
組
合
製
糸
が
村
単
位

に
あ
�
た
�
そ
れ
ゆ
え
に
�
農
地
面
積
に
占
め
る
桑
畑
の
割
合
が

高
か
�
た
�
統
計
上
�
桑
畑
の
面
積
は
把
握
で
き
な
い
が
�
表
２

に
ま
と
め
た
長
野
堰
関
係
市
町
村
の
耕
地
に
占
め
る
畑
の
割
合
は

四
七
・
六
％
と
な
�
て
お
り
�
そ
の
多
く
は
桑
畑
で
あ
�
た
と
考
え

ら
れ
�
土
地
利
用
に
お
い
て
は
稲
作
と
養
蚕
は
拮
抗
し
て
い
た
も

の
と
み
ら
れ
る
�
こ
れ
は
関
東
ロ
�
ム
層
に
覆
わ
れ
た
群
馬
県
の

地
質
構
造
に
起
因
し
て
い
る
�

　

表
３
に
は
�
一
九
五
六
�
昭
和
三
一
�
年
と
一
九
六
〇
年
に
お
け

る
市
町
村
別
農
家
数
と
�
田
�
普
通
畑
�
桑
園
の
面
積
を
そ
れ
ぞ

れ
示
し
た
�
そ
れ
は
�
高
崎
市
域
の
農
家
数
�
農
地
面
積
が
依
然

と
し
て
増
加
し
て
い
た
こ
と
に
表
れ
て
い
る
�
一
九
五
六
年
に
お

け
る
旧
高
崎
市
域
の
高
崎
市
�
倉
賀
野
町
�
岩
鼻
村
�
大
類
村
の
農

家
数
は
六
〇
四
二
戸
で
あ
�
た
が
�
一
九
六
〇
年
で
は
七
四
二
七

戸
と
約
一
四
〇
〇
戸
増
加
し
�
耕
地
面
積
も
田
で
は
一
九
五
六
年

の
二
三
六
四
・
四
ヘ
ク
タ
�
ル
か
ら
三
〇
四
八
・
六
ヘ
ク
タ
�
ル
と

増
加
し
て
い
る
�
こ
の
間
�
岩
鼻
村
は
分
割
し
て
�
岩
鼻
�
台
新

田
�
東
中
里
�
矢
中
は
高
崎
市
へ
編
入
し
�
綿
貫
と
栗
崎
は
群
南

村
と
な
�
た
�
ま
た
一
九
五
六
年
に
は
大
類
村
と
多
野
郡
八
幡
村

が
高
崎
市
に
編
入
し
て
お
り
�
全
体
と
し
て
�
耕
地
面
積
が
増
加

21

表３　戦後の高崎市の耕地面積

資料：群馬県統計書

市町村名
1956( 昭和 31) 年

農家数 田 普通畑 桑園

高 崎 市 4,795 1,854.2 703.5 717.3

倉賀野町 335 119.4 39.3 35.4

岩 鼻 村 400 154.3 87.2 69.1

大 類 村 512 236.5 69.5 101.2

計 6,042 2,364.4 899.5 923.0

市町村名
1960( 昭和 35) 年

農家数 田 畑 桑園

高 崎 市 5,904 2,300.2 888.5 857.1

倉賀野町 330 118.6 39.1 31.7

計 7,427 3,048.6 1,094.3 1,126.3

〔注〕1) 岩鼻村は 1957 年に高崎市に編入。 
     2) 大類村は 1956 年に高崎市に編入。"



し
た
�
田
の
面
積
は
お
よ
そ
七
〇
〇
ヘ
ク
タ
�
ル
増
加
し
�
普
通
畑
�

桑
園
も
増
加
し
て
い
る
�
高
崎
市
で
は
�
こ
の
頃
か
ら
工
業
団
地

の
造
成
が
開
始
さ
れ
て
お
り
�
工
業
都
市
へ
の
足
掛
か
り
を
形
成

し
つ
つ
あ
�
た
が
�
高
度
経
済
成
長
期
の
い
わ
ゆ
る
呉
服
が
ブ
�

ム
に
よ
�
て
国
産
生
糸
価
格
が
高
値
で
推
移
し
て
い
た
時
期
で
も

あ
�
た
�

　

合
併
に
よ
り
単
純
に
比
較
は
で
き
な
い
が
�
戦
前
の
農
地
面
積

と
比
較
す
る
と
�
高
崎
市
の
田
の
面
積
は
増
加
し
�
畑
の
面
積
は
戦

前
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
�
長
野
堰
末
端
の
岩
鼻
村

を
み
る
と
�
農
家
数
で
は
一
九
三
〇
年
の
四
〇
五
戸
は
一
九
五
六

年
で
は
四
〇
〇
戸
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
り
�
田
の
面
積
に
つ
い
て
は

一
三
五
・
四
ヘ
ク
タ
�
ル
が
一
五
四
・
三
ヘ
ク
タ
�
ル
に
増
加
し
て

い
る
�
大
類
村
で
は
�
農
家
数
は
四
四
五
戸
が
五
一
二
戸
に
増
加
し
�

田
の
面
積
は
二
六
一
・
四
ヘ
ク
タ
�
ル
が
二
三
六
・
五
ヘ
ク
タ
�
ル
へ

と
九
・
五
パ
�
セ
ン
ト
ほ
ど
減
少
し
て
い
る
�
こ
の
間
に
�
一
九
四
七

年
か
ら
一
九
五
〇
年
に
か
け
て
行
わ
れ
た
農
地
改
革
に
伴
う
変

動
が
あ
�
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
�
一
九
五
六
年
時
点
で
は

一
九
三
〇
年
時
点
と
さ
ほ
ど
変
わ
�
て
い
な
い
こ
と
が
わ
か
る
�

　

一
九
五
六
年
か
ら
一
九
六
〇
年
ま
で
の
四
年
間
に
つ
い
て
み
る

と
�
高
崎
市
で
は
田
の
面
積
が
増
加
し
�
倉
賀
野
町
で
は
田
の
面

積
�
農
家
戸
数
に
ほ
と
ん
ど
変
化
が
み
え
な
い
�
こ
の
よ
う
に
�

一
九
六
〇
年
ま
で
を
み
る
と
�
古
く
か
ら
農
業
用
水
不
足
に
見
舞

わ
れ
て
き
た
長
野
堰
の
下
流
農
村
も
ほ
と
ん
ど
変
化
が
な
か
�
た

と
考
え
ら
れ
る
�
ま
た
�
日
本
蚕
糸
業
は
�
高
度
経
済
成
長
期
に
お

け
る
呉
服
ブ
�
ム
を
ピ
�
ク
に
衰
退
し
た
�
高
崎
経
済
大
学
地
域
科

学
研
究
所
編
�
日
本
蚕
糸
業
の
衰
退
と
文
化
伝
承
�
�
二
〇
一
八
年
�
�

　

一
九
五
〇
年
に
六
一
一
を
数
え
た
群
馬
県
の
製
糸
工
場
は
�

一
九
七
一
年
か
ら
一
九
七
二
年
に
か
け
て
大
き
く
減
少
し
て
�

一
九
七
二
年
で
は
一
二
〇
に
ま
で
激
減
し
て
い
る
�
こ
れ
は
�
群

馬
県
の
特
徴
で
あ
�
た
小
規
模
な
座
繰
製
糸
工
場
に
お
い
て
�
生

糸
需
要
の
増
加
に
伴
い
原
料
繭
の
入
手
が
困
難
に
な
�
た
こ
と
か

ら
廃
業
し
た
と
さ
れ
て
お
り
�
そ
の
後
は
安
価
な
中
国
か
ら
の
輸

入
生
糸
が
生
糸
市
場
を
席
巻
す
る
よ
う
に
な
�
た
�
高
崎
市
に
お

い
て
も
�
一
九
七
一
年
頃
ま
で
養
蚕
を
行
う
農
家
が
多
か
�
た
も

の
と
み
ら
れ
�
こ
の
頃
ま
で
�
高
崎
市
の
農
業
は
�
米
麦
養
蚕
を

基
本
と
し
た
農
業
が
続
い
て
い
た
と
み
ら
れ
る
�
そ
れ
ゆ
え
に
�

農
家
に
と
�
て
は
�
農
業
生
産
を
安
定
さ
せ
る
た
め
に
�
農
業
用

水
の
確
保
は
必
須
で
あ
り
�
長
野
堰
流
域
で
は
た
び
た
び
水
争
い

が
発
生
し
�
そ
れ
は
一
九
六
一
年
ま
で
続
い
て
い
た
�

　

全
国
の
農
村
で
た
び
た
び
発
生
し
て
き
た
水
争
い
を
治
め
る
た

め
に
�
農
業
技
術
者
で
あ
�
た
可
知
貫
一
が
一
九
一
四
�
大
正
三
�

年
に
岐
阜
県
小
泉
村
�
現
多
治
見
市
�
に
第
一
号
を
設
置
し
た
�
円
筒

分
水
装
置
�
が
長
野
堰
に
も
設
置
さ
れ
た
�
写
真
�
�
可
知
が
開
発
し

た
当
時
は
�
放
射
式
分
水
装
置
�
と
呼
ば
れ
て
い
た
�
可
知
が
こ
の
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装
置
を
開
発
し
た
の
は
�
従
来
の
用
水
幹
線
等
に
お
け
る
分
水
点
を

見
る
と
�
水
路
幅
を
四
分
六
分
に
割
�
て
之
で
四
と
六
の
比
に
分

水
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
取
り
扱
わ
れ
る
が
�
そ
の
間
別
に
落
差
工

な
ど
が
伴
�
て
い
な
い
か
ら
水
路
内
の
水
速
が
不
均
一
な
た
め
に

水
量
比
は
決
し
て
四
と
六
の
比
で
は
あ
り
得
な
い
の
み
な
ら
ず
�

導
水
量
の
変
化
の
た
め
に
流
速
の
分
布
状
況
も
時
に
よ
り
変
化
し
�

又
分
水
点
の
た
め
に
集
落
町
村
等
相
対
峙
し
て
争
論
を
来
す
こ
と

も
少
な
く
な
い
�
と
述
べ
�
そ
の
た
め
��
放
射
式
分
水
は
此
等
の
欠

点
を
補
い
�
且
つ
分
水
数
の
多
き
場
合
に
処
し
て
も
前
記
の
如
く

完
全
公
平
に
分
配
の
機
能
を
自
然
的
に
行
う
の
に
都
合
が
良
い
よ

う
に
思
う
�
と
述
べ
て
い
る
�
可
知
貫
一
�
灌
漑
計
画
と
放
射
式
分
水

装
置
に
就
て
�
�
農
業
土
木
研
究
二―

一
�
一
九
三
〇
年
�
�

　

長
野
堰
流
域
に
お
い
て
古
く
か
ら
み
ら
れ
た
水
争
い
は
�

一
九
六
一
年
の
円
筒
分
水
堰
の
設
置
に
よ
�
て
終
止
符
が
打
た
れ

た
�
高
崎
市
で
は
こ
の
頃
�
一
九
五
九
年
に
分
譲
を
開
始
し
た
八

幡
工
地
�
�
一
九
六
三
年
に
は
倉
賀
野
工
業
団
地
�
一
九
六
五
年

に
は
群
南
工
業
団
地
が
相
次
い
で
造
成
さ
れ
�
ま
た
一
九
六
七
年

に
は
わ
が
国
第
一
号
と
な
�
た
卸
商
業
団
地
で
あ
る
高
崎
問
屋
街

が
造
成
さ
れ
た
�
こ
れ
ら
の
土
地
の
多
く
は
農
用
地
で
あ
�
た
と

思
わ
れ
�
こ
れ
ら
の
造
成
地
の
周
辺
で
は
�
農
地
転
用
の
動
き

が
活
発
化
し
た
も
の
と
み
ら
れ
る
�
そ
の
た
め
�
高
崎
市
で
は

一
九
七
一
年
に
都
市
計
画
を
策
定
し
�
市
街
化
区
域
と
市
街
化
調

整
区
域
を
設
定
し
た
�
次
節
で
述
べ
る
よ
う
に
�
高
崎
市
の
市
街

化
調
整
区
域
で
は
�
大
き
な
変
動
は
発
生
せ
ず
農
地
は
維
持
さ
れ

て
き
て
い
る
が
�
市
街
化
区
域
で
は
農
地
転
用
が
急
速
に
進
ん
だ
�

円
筒
分
水
堰
下
流
の
佐
野
地
区
や
倉
賀
野
地
区
で
は
大
幅
に
農
地

が
減
少
す
る
よ
う
に
な
�
た
�　

　

�
西
野
寿
章
�
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長野堰の円筒分水堰（高崎市江木町）



Ⅵ　

都
市
計
画
と
農
業
集
落
の
変
容

　

戦
後
の
高
崎
市
は
�
商
都
に
加
え
て
�
内
陸
工
業
地
域
と
し
て

発
展
し
て
き
た
�
戦
後
復
興
の
た
め
に
�
高
崎
市
が
一
九
五
二
�
昭

和
二
七
�
年
に
制
定
し
た
�
高
崎
市
工
業
設
置
奨
励
条
例
�
は
�
全
国

に
魁
け
�
画
期
的
で
あ
�
た
�
一
九
五
九
年
に
は
高
崎
市
西
部
の

八
幡
工
業
団
地
の
造
成
が
開
始
さ
れ
た
�
日
本
で
も
古
い
工
業
団

地
の
一
つ
で
あ
る
�
そ
の
後
�
中
心
市
街
地
に
立
地
し
て
い
た
工

場
が
近
隣
騒
音
問
題
か
ら
郊
外
に
造
成
さ
れ
た
工
業
団
地
に
移
転

す
る
ケ
�
ス
も
多
か
�
た
�
こ
の
よ
う
な
動
き
は
�
人
口
増
加
も

相
ま
�
て
土
地
利
用
に
大
き
な
変
化
を
も
た
ら
し
�
農
地
転
用
が

連
鎖
的
に
発
生
し
�
農
業
的
土
地
利
用
が
ス
プ
ロ
�
ル
�
虫
食
い
状

態
�
状
に
変
化
し
て
�
こ
の
こ
と
が
さ
ら
に
農
地
転
用
を
進
め
る
こ

と
と
な
り
�
土
地
利
用
計
画
が
必
要
と
な
�
た
�

　

高
崎
市
で
は
一
九
七
一
�
昭
和
四
六
�
年
三
月
末
に
高
崎
都
市
計

画
区
域
を
設
定
し
�
農
地
転
用
を
認
め
る
市
街
化
区
域
と
�
基
本

的
に
は
農
地
を
保
全
す
る
市
街
化
調
整
区
域
に
分
け
る
線
引
き
が

行
わ
れ
た
�
こ
の
線
引
き
に
よ
り
�
市
街
化
区
域
の
農
地
の
宅
地

化
が
進
み
�
中
心
市
街
地
よ
り
安
価
な
地
価
を
求
め
て
郊
外
の
土

地
需
要
が
増
加
す
る
こ
と
に
な
�
た
�
後
継
者
の
見
込
み
が
立
た

な
い
農
家
で
は
�
ア
パ
�
ト
や
マ
ン
シ
�
ン
経
営
に
乗
り
出
し
�

農
地
転
用
が
進
む
こ
と
に
な
�
た
�

　

市
街
化
区
域
に
お
い
て
は
�
ス
プ
ロ
�
ル
現
象
を
伴
い
な
が
ら

宅
地
化
が
進
ん
だ
�
一
九
八
〇
年
代
末
に
お
け
る
プ
ラ
ザ
合
意

�
一
九
八
五
年
�
以
降
の
円
高
に
対
応
し
た
内
需
拡
大
の
た
め
の
公

定
歩
合
の
引
き
下
げ
は
�
土
地
開
発
を
活
発
化
し
�
東
京
圏
に
お

け
る
地
価
高
騰
は
�
首
都
圏
外
縁
部
の
新
幹
線
駅
の
あ
る
都
市
に

も
飛
び
火
し
た
�
高
崎
市
も
�
団
塊
の
世
代
が
住
宅
取
得
年
代
と

な
�
た
こ
と
も
相
ま
�
て
�
首
都
圏
か
ら
の
転
入
が
目
立
つ
よ
う

に
な
り
�
郊
外
に
お
け
る
宅
地
開
発
が
活
発
化
し
た
�
２
�
�
市
街

化
区
域
内
の
農
家
の
内
�
農
業
後
継
者
の
育
成
が
困
難
な
農
家
で

は
農
地
の
宅
地
転
用
を
促
進
す
る
こ
と
に
な
�
た
�
ま
た
�
国
道

一
七
号
バ
イ
パ
ス
や
高
崎
環
状
線
沿
線
に
お
い
て
は
�
ロ
�
ド
サ

イ
ド
型
店
舗
が
進
出
す
る
よ
う
に
な
る
と
�
そ
の
周
辺
に
お
い
て

宅
地
開
発
が
活
発
化
す
る
よ
う
に
な
�
た
�
農
地
転
用
に
よ
�
て
�

農
地
の
日
照
条
件
や
農
業
用
水
の
補
給
経
路
の
切
り
替
え
�
農
地

へ
の
連
絡
路
な
ど
の
条
件
が
変
化
す
る
こ
と
に
よ
�
て
�
市
街
化

区
域
で
は
�
連
鎖
的
に
農
地
転
用
が
発
生
し
た
�

　

表
４
は
�
一
九
七
一
年
か
ら
一
九
九
九
年
ま
で
の
旧
高
崎
市
の

都
市
計
画
区
域
に
お
け
る
市
街
化
区
域
と
市
街
化
調
整
区
域
の
面

堰
の
推
移
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
�
一
九
七
一
年
に
線
引
き
が

行
わ
れ
た
結
果
�
旧
高
崎
市
は
�
市
街
化
区
域
三
八
七
〇
ヘ
ク
タ
�

ル
�
市
街
化
調
整
区
域
七
一
七
八
ヘ
ク
タ
�
ル
と
な
り
�
約
六
五

パ
�
セ
ン
ト
は
市
街
化
調
整
区
域
に
指
定
さ
れ
た
�
市
街
化
調
整
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区
域
の
土
地
利
用
の
多
く
は
農
地
と
な
�
て
い
る
�

　

そ
れ
に
よ
る
と
�
市
街
化
区
域
は
�
一
九
七
一
年
の
三
八
七
〇

ヘ
ク
タ
�
ル
が
一
九
九
一
年
に
は
四
一
一
七
ヘ
ク
タ
�
ル
�

一
九
九
九
年
に
は
四
二
一
五
ヘ
ク
タ
�
ル
へ
と
増
加
し
�
こ
の
間

に
三
四
五
ヘ
ク
タ
�
ル
増
加
し
て
い
る
�
こ
れ
に
対
し
て
�
市
街

化
調
整
区
域
の
面
堰
は
�
一
九
七
一
年
の
七
一
七
八
ヘ
ク
タ
�
ル

が
�
一
九
九
一
年
に
は
六
九
五
五
ヘ
ク
タ
�
ル
に
�
一
九
九
九
年

で
は
六
八
五
七
ヘ
ク
タ
�
ル
へ
と
三
二
一
ヘ
ク
タ
�
ル
減
少
し
て

い
る
�
一
九
八
〇
年
代
後
半
か
ら
九
〇
年
代
前
半
の
バ
ブ
ル
経
済

の
生
成
期
と
そ
の
前
後
に
お
け
る
住
宅
ブ
�
ム
に
よ
�
て
�
高
崎

市
に
お
い
て
も
郊
外
で
農
地
か
ら
宅
地
へ
と
転
用
が
進
ん
だ
�
そ

の
結
果
�
市
街
化
区
域
の
面
堰
が
増
加
し
�
市
街
化
調
整
区
域
の

面
堰
で
減
少
し
た
�

　

長
野
堰
が
通
過
し
て
い
る
地
域
の
内
�
市
街
化
調
整
区
域
と
な
�

て
い
る
の
は
�
上
流
側
で
は
我
峰
町
�
上
小
塙
町
�
下
小
塙
町
で
�

上
並
榎
町
か
ら
下
流
側
は
市
街
化
区
域
と
な
�
て
い
る
�
中
流
は
�

ほ
と
ん
ど
が
市
街
化
区
域
と
な
�
て
お
り
�
一
貫
堀
川
流
域
で
は

市
街
化
区
域
を
抜
け
出
た
南
大
類
町
�
宿
大
類
町
�
中
大
類
町
�

下
大
類
町
�
柴
崎
町
�
円
筒
分
水
堰
で
分
水
さ
れ
た
倉
賀
野
堰
で

は
上
佐
野
町
の
一
部
と
下
佐
野
町
�
矢
中
堰
で
は
矢
中
町
�
東
中

里
町
�
栗
崎
町
な
ど
が
市
街
化
調
整
区
域
と
な
�
て
い
る
�

　

図
４
は
�
一
九
七
〇
年
か
ら
二
〇
一
〇
年
ま
で
の
四
〇
年
間
に
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表４　旧高崎市域 都市計画区域における市街化区域と調整区域面積の推移
(ha)

（高崎市資料より作成）

年　　次 1971 1979 1985 1988 1989 1991 1993 1995 1999

都市計画区域 11,048 11,048 11,048 11,048 11,048 11,072 11,073 11,072 11,072

市街化区域 3,870 3,991 3,993 4,032 4,064 4,117 4,124 4,217 4,215

市街化調整区域 7,178 7,057 7,055 7,016 6,984 6,955 6,949 6,855 6,857



お
け
る
長
野
堰
上
流
地
域
に
あ
た
る
我
峰
町
�
上
小
塙
町
�
下
小

鳥
町
と
�
長
野
堰
流
域
外
の
浜
川
町
に
お
け
る
水
田
の
経
営
耕

地
面
積
の
変
化
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
�
そ
れ
に
よ
る
と
�
上
流

部
の
農
業
集
落
で
は
�
い
ず
れ
も
農
家
数
�
水
田
面
積
を
減
少

さ
せ
て
い
る
も
の
の
�
市
街
化
区
域
と
市
街
化
調
整
区
域
と
で

は
�
減
少
率
に
差
が
出
て
い
る
�
市
街
化
区
域
の
下
小
鳥
町
で
は
�

一
九
七
〇
年
か
ら
二
〇
一
〇
年
ま
で
の
農
家
減
少
率
が
八
八
・
六
％

と
激
減
し
�
水
田
の
経
営
耕
地
面
積
も
八
四
・
六
％
の
減
少
と
な
�

て
い
る
�
ま
た
一
部
が
市
街
化
区
域
と
な
�
て
い
る
浜
川
町
で
も
�

農
家
減
少
率
は
六
七
・
〇
％
�
水
田
の
経
営
耕
地
面
積
減
少
率
は

七
〇
・
八
％
と
な
�
て
い
る
�
両
地
域
は
�
高
崎
中
心
市
街
地
か
ら

放
射
状
に
伸
び
る
道
路
が
通
過
し
て
お
り
�
宅
地
化
の
進
展
と
と

も
に
農
家
�
農
地
と
も
減
少
し
て
い
�
た
�

　

こ
れ
に
対
し
て
�
市
街
化
調
整
区
域
と
な
�
て
い
る
我
峰
町
と

上
小
塙
町
の
農
地
減
少
緩
や
か
さ
で
あ
る
�
長
野
堰
最
上
流
の
我

峰
町
は
�
農
家
減
少
率
は
七
四
・
二
％
と
高
率
と
な
�
て
い
る
が
�

水
田
の
経
営
耕
地
面
積
減
少
率
は
四
一
・
七
％
に
留
ま
り
�
上
小
塙

町
も
農
地
減
少
率
が
四
五
・
四
％
に
留
ま
�
て
い
る
�
デ
�
タ
は

二
〇
一
〇
年
ま
で
の
た
め
�
そ
の
後
に
減
少
し
て
い
る
可
能
性
も

あ
る
が
�
目
視
の
限
り
で
は
大
き
な
転
用
は
見
ら
れ
ず
�
我
峰
町

で
は
イ
チ
ゴ
農
園
が
開
設
さ
れ
る
な
ど
�
地
方
都
市
近
郊
農
業
地

域
と
し
て
�
新
し
い
ス
タ
イ
ル
の
農
業
経
営
が
展
開
し
つ
つ
あ
る
�

　

長
野
堰
下
流
の
下
大
類
町
で
は
一
九
七
〇
年
か
ら
の
四
〇
年
間

で
農
家
は
五
〇
・
六
％
の
減
少
と
な
�
て
い
る
も
の
の
�
水
田
の
経

営
耕
地
面
積
の
減
少
率
は
一
七
・
四
％
に
留
ま
�
て
お
り
�
経
営

面
積
の
規
模
拡
大
が
進
ん
で
い
る
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
�
柴
崎
町

で
は
�
農
家
数
は
半
減
し
�
水
田
の
経
営
耕
地
面
積
の
減
少
率
は

四
四
・
三
％
と
な
�
て
い
る
�
柴
崎
町
は
�
国
道
三
五
四
号
が
通
過

し
て
お
り
�
市
街
化
区
域
と
市
街
化
調
整
区
域
が
混
在
し
て
い
る
�
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図４　長野堰上流農業集落・農家数の変化

(2010 年世界農林業センサス・農業集落カー
ドより作成 )

浜川



ま
た
�
国
道
一
七
号
パ
イ
パ
ス
が
通
り
�
倉
賀
野
工
業
団
地
に
隣

接
し
た
下
之
城
町
�
下
佐
野
町
で
は
農
家
�
水
田
経
営
耕
地
面
積

と
も
大
き
く
減
少
し
て
い
る
�

　

こ
の
よ
う
に
市
街
化
地
域
で
は
�
農
地
の
工
業
用
地
�
宅
地
等

へ
の
転
用
が
進
み
�
農
地
の
著
し
い
減
少
が
見
ら
れ
た
�
市
街
化

調
整
区
域
で
は
�
転
用
に
際
し
所
有
権
等
権
利
の
移
転
ま
た
は
設

定
が
な
い
場
合
�
農
地
法
第
４
条
�
�
転
用
に
際
し
所
有
権
の
移
転

ま
た
は
貸
借
権
等
の
設
定
を
と
も
な
う
場
合
�
農
地
法
第
５
条
�
は

農
地
転
用
が
認
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
�
農
地
が
全
く
減
少
し

な
い
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
が
�
概
し
て
農
業
が
維
持
さ
れ
�
高

崎
市
の
都
市
計
画
は
順
調
に
推
移
し
て
き
た
と
み
る
こ
と
が
で
き

る
�　

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

�
西
野
寿
章
�
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図５　長野堰上流農業集落・水田面積の変化

(2010 年世界農林業センサス・農業集落カー
ドより作成）

減少しつつも農地が維持されている市街化調整区域（上小塙町）



Ⅶ　

長
野
堰
土
地
改
良
区
の
運
営
的
課
題

　

Ⅵ
で
み
た
よ
う
に
�
高
崎
市
の
農
家
�
農
地
の
変
化
は
�
農
業

用
水
と
し
て
の
長
野
堰
の
経
営
に
影
響
を
与
え
る
こ
と
に
な
る
�

長
野
堰
土
地
改
良
区
の
運
営
費
用
の
源
泉
は
�
組
合
員
へ
の
賦
課

金
に
あ
る
�
農
家
が
減
少
す
る
こ
と
は
�
将
来
に
お
い
て
�
長
野

堰
の
維
持
に
支
障
を
来
す
可
能
性
も
あ
る
�

　

表
４
は
�
一
九
七
五
年
か
ら
二
〇
一
五
年
ま
で
の
四
〇
年
間
に

お
け
る
長
野
堰
土
地
改
良
区
組
合
員
の
地
区
別
水
田
面
積
の
推
移

を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
�
そ
れ
に
よ
る
と
�
中
川
地
区
で
は
工

業
団
地
の
造
成
や
国
道
一
七
号
バ
イ
パ
ス
沿
い
へ
の
ロ
�
ド
サ
イ

ド
型
店
舗
の
進
出
�
宅
地
開
発
の
進
展
に
よ
�
て
大
き
く
水
田
面

積
を
減
少
さ
せ
�
塚
沢
地
区
に
お
い
て
も
�
都
市
的
土
地
利
用
が

進
展
し
て
�
大
き
く
農
地
を
減
少
さ
せ
て
い
る
�
こ
れ
に
対
し
て
�

大
類
地
区
は
四
〇
年
間
で
一
二
・
四
％
の
減
少
に
留
ま
り
�
長
野
地

区
�
岩
鼻
地
区
に
お
い
て
も
減
少
率
は
低
く
抑
え
ら
れ
て
い
る
�

大
類
地
区
�
長
野
地
区
�
岩
鼻
地
区
は
�
い
ず
れ
も
市
街
化
調
整

区
域
と
な
�
て
お
り
�
農
業
が
継
続
さ
れ
て
き
た
�
市
街
化
区
域

と
市
街
化
調
整
区
域
が
混
在
し
て
い
る
六
郷
地
区
で
は
約
半
分
に

減
少
し
て
い
る
が
�
我
峰
町
と
上
小
塙
町
で
は
農
地
減
少
が
緩
や

か
に
な
�
て
お
り
�
調
整
区
域
で
は
農
地
維
持
が
な
さ
れ
て
い
る
�

　

長
野
堰
土
地
改
良
区
組
合
員
数
の
推
移
を
地
区
ご
と
に
見
る
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表４　長野堰　組合員地区別水田面積の推移

（長野堰土地改良区資料より作成）

［各地区に含まれる町名］

長野地区:我峰町,中川地区:大八木町,浜尻町　六郷地区:下小鳥町,筑縄町,上小塙町,下小塙

町,上並榎町　塚沢地区:並榎町,貝沢町,江木町,飯塚町,芝塚町,高関町,岩押町　佐野地区:

上中居町,下中居町,下之城町,上佐野町,下佐野町,佐野窪町,新後閑町,和田多中町,双葉町　

倉賀野地区:倉賀野町　大類地区:上大類町,宿大類町,中大類町,南大類町,下大類町,柴崎町,

元島名町　岩鼻地区:岩鼻町,綿貫町,台新田町,栗崎町,東中里町,矢中町

年度

／地区
長野 中川 六郷 塚沢 佐野 倉賀野 大類 岩鼻

1975 137,052 207,566 1,399,307 1,051,164 1,530,282 492,996 1,903,285 1,329,213

1985 140,963 124,314 1,319,524 787,836 1,329,377 409,890 2,118,952 1,313,579

1995 130,003 58,307 1,037,871 451,398 979,293 327,814 1,893,912 1,212,680

2005 118,929 23,250 878,112 298,393 742,232 251,055 1,744,925 1,108,249

2015 109,617 10,771 731,952 141,435 491,761 155,610 1,666,610 966,039

2020 93,810 5,558 685,866 86,287 351,171 101,932 1,421,337 911,616

1975/2005 -13.2 -88.8 -37.2 -71.6 -51.5 -49.1 -8.3 -16.6

1975/2020 -31.6 -97.3 -51.0 -91.8 -77.1 -79.3 -25.3 -31.4



と
�
中
川
地
区
九
〇
・
七
％
の
減
少
を
み
せ
�
塚
沢
地
区
で
も

七
二
・
三
％
の
減
少
と
な
�
て
い
る
�
表
４
の
組
合
員
水
田
面
積
の

減
少
率
と
相
関
関
係
に
あ
り
�
市
街
化
調
整
区
域
と
な
�
て
い
る

地
区
で
は
組
合
員
の
減
少
率
が
低
い
こ
と
が
判
る
�
こ
の
よ
う
に
�

長
野
堰
流
域
の
市
街
化
調
整
区
域
で
は
�
一
定
程
度
の
農
業
�
農

地
が
維
持
さ
れ
て
い
る
�
長
野
堰
土
地
改
良
区
の
運
営
は
�
組
合

員
へ
の
賦
課
金
が
ベ
�
ス
と
な
�
て
い
る
た
め
�
組
合
員
の
減
少

は
土
地
改
良
区
の
運
営
に
支
障
を
来
す
こ
と
に
な
る
�

　

こ
れ
ま
で
政
府
は
�
農
業
に
対
し
て
莫
大
な
補
助
金
や
助
成
金

を
拠
出
し
て
き
た
が
�
グ
ロ
�
バ
ル
化
の
進
む
中
�
政
府
は
日
本

農
業
を
市
場
競
争
に
放
り
込
み
�
農
業
協
同
組
合
に
つ
い
て
も
改

革
を
進
め
て
�
農
家
も
農
協
も
市
場
競
争
を
通
じ
て
経
営
感
覚
を

磨
く
こ
と
を
求
め
て
い
る
�
グ
ロ
�
バ
ル
化
は
�
規
制
緩
和
を
促

進
し
て
�
あ
ら
ゆ
る
市
場
を
競
争
に
持
ち
込
ん
で
�
結
果
と
し
て

勝
者
と
敗
者
を
明
確
に
す
る
こ
と
に
な
る
�

　

生
産
者
米
価
を
維
持
す
る
た
め
に
減
反
政
策
の
廃
止
も
�
そ
の

一
貫
で
あ
�
た
�
ま
た
�
環
太
平
洋
連
携
協
定
�
Ｔ
Ｐ
Ｐ
�
は
�
日

本
に
農
産
物
市
場
の
開
放
を
求
め
て
い
る
�
概
し
て
�
零
細
規
模

の
日
本
農
業
が
グ
ロ
�
バ
ル
化
の
下
で
生
き
残
�
て
い
く
戦
略
が

見
出
せ
る
の
か
が
�
大
き
な
論
点
と
な
�
て
い
る
こ
と
は
言
う
ま

で
も
な
い
�
グ
ロ
�
バ
ル
化
の
下
�
日
本
農
業
を
世
界
市
場
で
闘

わ
せ
て
�
農
協
や
農
家
に
経
営
感
覚
を
磨
い
て
も
ら
う
こ
と
で
は

あ
ろ
う
が
�
二
〇
二
〇
年
に
世
界
を
混
乱
に
陥
れ
た
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
�
ル
ス
の
感
染
拡
大
が
一
時
的
で
あ
る
に
せ
よ
�
世
界
の
交
易

を
シ
�
�
ト
ダ
ウ
ン
さ
せ
た
こ
と
を
鑑
み
る
と
き
�
足
下
を
し
�

か
り
さ
せ
る
こ
と
の
重
要
性
に
気
づ
か
さ
れ
る
�

　

高
崎
市
で
は
�
一
九
五
〇
年
代
か
ら
子
ど
も
達
の
栄
養
供
給
の

た
め
に
�
旧
高
崎
市
の
小
学
校
�
中
学
校
の
給
食
を
自
校
方
式
に

よ
�
て
提
供
し
て
き
た
�
高
崎
市
で
は
�
二
〇
〇
五
年
か
ら
始
ま
�

た
栄
養
教
諭
制
度
を
積
極
的
に
導
入
し
�
高
崎
市
産
の
農
産
物
を

使
�
た
給
食
メ
ニ
�
�
づ
く
り
や
�
児
童
に
地
域
農
業
を
理
解
さ

せ
る
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
て
い
る
�
小
中
学
生
の
給
食

の
材
料
全
て
を
高
崎
市
の
農
業
で
賄
う
こ
と
は
無
理
で
あ
ろ
う
が
�

地
産
地
消
的
な
農
業
の
展
開
は
�
地
域
農
業
を
維
持
し
て
い
く
可

能
性
を
高
め
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
�

　

高
崎
市
全
体
で
は
�
農
家
戸
数
は
減
少
し
続
け
て
い
る
が
�
市

街
化
調
整
区
域
の
農
地
は
一
定
維
持
さ
れ
て
お
り
�
高
崎
市
の
都

市
計
画
は
一
定
の
成
果
を
収
め
て
い
る
と
評
価
で
き
る
�
今
後
は
�

長
野
堰
土
地
改
良
区
が
農
業
協
同
組
合
と
協
調
し
て
�
地
域
農
業

の
振
興
に
も
力
を
注
ぐ
必
要
も
あ
ろ
う
�
高
崎
市
の
持
続
的
な
農

業
の
振
興
は
�
市
民
に
新
鮮
な
農
産
物
を
供
給
す
る
だ
け
に
留
ま

ら
ず
�
高
崎
市
独
自
の
地
域
づ
く
り
に
も
結
び
つ
く
可
能
性
も
秘

め
て
い
る
�

　

�
西
野
寿
章
�
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Ⅷ　

長
野
堰
の
歴
史
と
地
域
づ
く
り
へ
の
視
点

　

地
域
科
学
研
究
所
が
�
大
学
の
近
く
を
流
れ
て
い
る
長
野
堰
の

研
究
に
取
り
組
も
う
と
し
た
理
由
は
�
第
一
に
は
�
伝
承
と
し
て

伝
わ
�
て
い
る
長
野
堰
の
開
削
時
期
�
開
削
者
に
つ
い
て
明
確
に

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
か
と
い
う
点
に
あ
�
た
�
第
二
に
は
�

長
野
堰
の
歴
史
に
関
す
る
書
物
は
�
長
野
堰
史
�
以
降
に
お
い
て
刊

行
さ
れ
て
い
な
い
��
長
野
堰
史
�
は
�
開
削
以
来
の
歴
史
を
ま
と

め
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と
か
ら
�
開
削
時
期
か
ら
現
代
に
至

る
長
野
堰
の
�
通
史
�
を
ま
と
め
て
�
長
野
堰
の
歴
史
的
役
割
を
明

確
に
し
て
お
く
こ
と
が
重
要
で
は
な
い
か
と
い
う
点
に
あ
る
�
そ

し
て
第
三
に
は
�
明
ら
か
に
な
�
た
長
野
堰
の
歴
史
を
�
こ
れ
か

ら
の
高
崎
市
の
地
域
づ
く
り
に
活
か
せ
な
い
か
と
の
思
い
を
強
く

持
�
た
こ
と
に
あ
る
�
第
一
と
第
二
の
点
に
つ
い
て
の
考
察
は
�
農

業
用
水
と
地
域
再
生―

高
崎
市
・
長
野
堰
の
事
例
�
に
委
ね
�
本

ブ
�
ク
レ
�
ト
で
は
�
長
野
堰
の
明
治
以
降
の
変
遷
を
�
高
崎
市

の
発
展
史
に
位
置
づ
け
�
そ
の
地
域
貢
献
に
つ
い
て
考
え
て
き
た
�

　

明
治
以
降
は
�
長
野
堰
の
管
理
形
態
が
近
代
化
さ
れ
�
高
崎
市

民
の
生
活
に
欠
か
せ
な
い
存
在
と
な
�
た
�
農
業
用
水
と
し
て
の

機
能
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
�
一
九
〇
九
�
明
治
三
三
�
年
の
高
崎
市

水
道
が
竣
工
す
る
ま
で
の
間
�
種
々
問
題
が
あ
�
た
も
の
の
�
市

民
の
飲
用
水
と
し
て
�
ま
た
旧
城
下
町
内
を
防
火
用
水
と
し
て
も

流
れ
た
�
ま
た
�
戦
前
の
高
崎
市
に
お
い
て
染
色
業
が
発
達
し
た

の
も
�
長
野
堰
が
あ
�
た
か
ら
に
外
な
ら
な
い
�

　

戦
後
の
高
崎
市
は
�
一
九
五
二
�
昭
和
二
七
�
年
に
制
定
さ
れ
た

�
高
崎
市
工
業
設
置
奨
励
条
例
�
を
き
�
か
け
と
し
て
工
業
都
市
の

顔
を
持
つ
よ
う
に
な
�
た
�
首
都
圏
外
縁
部
と
い
う
地
理
的
条
件

と
�
広
大
な
農
地
の
存
在
は
工
業
団
地
の
造
成
に
は
適
し
�
内
陸

工
業
都
市
と
し
て
発
展
す
る
よ
う
に
な
�
た
�
こ
の
こ
と
は
�
農

地
の
減
少
を
招
き
�
農
業
の
衰
退
を
招
く
こ
と
に
な
�
た
�
そ
の

た
め
�
高
崎
市
で
は
�
一
九
七
一
年
に
都
市
計
画
を
策
定
し
て
�

市
街
化
区
域
と
市
街
化
調
整
区
域
を
定
め
る
線
引
き
を
実
施
し
た
�

そ
の
結
果
�
市
街
化
区
域
で
は
農
地
が
激
減
す
る
こ
と
と
な
�
た

が
�
調
整
区
域
で
は
農
地
の
減
少
率
は
低
く
�
都
市
計
画
は
一
定

の
成
果
を
収
め
て
き
た
と
言
え
る
�
し
か
し
今
後
は
�
減
反
政
策

の
廃
止
�
環
太
平
洋
パ
�
ト
ナ
�
シ
�
プ
協
定
�
Ｔ
Ｐ
Ｐ
�
の
成
り

行
き
に
よ
�
て
は
�
農
家
の
経
営
規
模
に
よ
�
て
農
業
か
ら
の
離

脱
も
予
想
さ
れ
�
親
か
ら
農
地
を
引
き
継
い
だ
世
代
の
自
然
減
少

も
予
想
さ
れ
�
市
場
競
争
に
打
ち
勝
つ
こ
と
の
で
き
る
大
規
模
農

家
の
育
成
を
促
進
し
て
い
く
必
要
性
も
高
ま
�
て
き
て
い
る
�

　

長
野
堰
は
�
長
野
堰
土
地
改
良
区
組
合
員
の
賦
課
金
に
よ
�
て

維
持
さ
れ
て
い
る
�
長
野
堰
用
水
の
利
用
農
家
の
減
少
は
�
長
野

堰
の
維
持
に
支
障
を
来
す
こ
と
に
な
る
�
今
で
こ
そ
�
農
業
用
水

と
し
て
の
役
割
が
大
き
い
長
野
堰
で
は
あ
る
が
�
本
書
で
見
て
き
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た
よ
う
に
�
も
と
も
と
水
が
得
に
く
い
高
崎
台
地
を
�
封
建
体
制
�

近
代
日
本
の
黎
明
期
か
ら
戦
後
の
高
度
経
済
成
長
�
今
日
の
成
熟

社
会
時
代
ま
で
�
異
な
る
社
会
体
制
や
経
済
体
制
の
下
�
そ
の
時

代
に
よ
�
て
役
割
が
違
�
た
も
の
の
�
一
貫
し
て
浸
透
性
の
高
い

高
崎
台
地
を
潤
し
て
き
た
歴
史
に
は
揺
る
ぎ
な
い
も
の
が
あ
る
�

そ
れ
ゆ
え
に
�
こ
れ
ま
で
以
上
に
�
長
野
堰
を
市
民
の
身
近
な
も

の
と
す
る
必
要
性
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
�

　

一
つ
に
は
�
長
野
堰
用
水
に
よ
�
て
生
産
さ
れ
た
農
産
物
の
地

産
地
消
が
考
え
ら
れ
よ
う
�
旧
高
崎
市
の
小
中
学
校
で
は
�
戦
後

の
子
ど
も
た
ち
へ
の
栄
養
補
給
の
た
め
に
�
自
校
方
式
に
よ
�
て

給
食
を
提
供
し
続
け
て
き
た
�
高
崎
市
で
は
�
栄
養
教
諭
制
度
を

積
極
的
に
採
り
入
れ
�
小
学
校
区
の
農
家
と
の
連
携
�
農
業
体
験

を
積
極
的
に
行
�
て
い
る
�
こ
う
し
た
取
り
組
み
の
中
に
�
農
業

用
水
と
し
て
の
長
野
堰
の
歴
史
学
習
を
組
み
入
れ
�
子
ど
も
だ
け

で
な
く
�
保
護
者
も
一
緒
に
理
解
を
深
め
て
い
く
こ
と
が
考
え
ら

れ
よ
う
�
も
う
一
つ
は
�
高
崎
の
市
街
地
に
長
野
堰
を
復
元
し
て
�

歴
史
を
実
感
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
で
あ
る
�

　

高
崎
市
で
は
�
一
九
九
〇
年
代
初
頭
か
ら
急
ピ
�
チ
で
高
崎
駅

西
口
の
再
開
発
が
行
わ
れ
�
高
崎
市
役
所
の
建
て
替
え
を
契
機
と

し
て
�
城
下
町
時
代
に
形
成
さ
れ
�
自
動
車
社
会
に
そ
ぐ
わ
な
く

な
�
た
町
並
み
を
大
き
く
改
変
し
て
�
広
い
道
路
が
建
設
さ
れ
る

な
ど
�
大
き
な
変
化
が
あ
�
た
�
し
か
し
�
こ
の
頃
か
ら
�
中
心

商
店
街
で
は
後
継
者
難
に
よ
る
閉
店
や
業
態
変
化
が
見
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
�
商
店
の
数
の
減
少
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
�
た
反

面
�
高
崎
駅
周
辺
に
ホ
テ
ル
の
進
出
が
相
次
ぎ
�
新
た
な
開
発
が

進
む
よ
う
に
も
な
�
た
�
二
〇
〇
六
年
に
は
�
高
崎
市
郊
外
に

大
型
シ
�
�
ピ
ン
グ
モ
�
ル
が
建
設
さ
れ
�
中
心
市
街
地
の
商
業

機
能
の
低
下
が
顕
著
と
な
�
た
�
一
方
�
二
〇
一
七
年
に
は
高

崎
駅
西
口
に
北
関
東
最
大
級
の
フ
�
�
シ
�
ン
ビ
ル
が
開
業
し
�

二
〇
一
九
年
に
は
高
崎
駅
東
口
に
北
関
東
最
大
級
の
広
さ
を
持
つ

舞
台
を
備
え
た
高
崎
芸
術
劇
場
が
開
館
し
て
�
高
崎
駅
周
辺
が
賑

わ
う
よ
う
に
な
�
て
�
高
崎
の
中
心
市
街
地
の
中
心
が
�
旧
城
下

町
か
ら
高
崎
駅
周
辺
へ
と
移
動
し
て
き
た
�

　

そ
の
一
方
�
旧
城
下
町
の
人
口
減
少
�
高
齢
化
が
進
み
�
空
き
家
�

空
き
店
舗
�
空
き
地
が
目
立
つ
よ
う
に
な
�
て
き
た
�
日
常
的
な

移
動
は
自
家
用
車
が
中
心
と
な
り
�
駐
車
ス
ペ
�
ス
に
限
り
の
あ

る
中
心
市
街
地
が
消
費
者
か
ら
敬
遠
さ
れ
る
よ
う
に
も
な
�
た
が
�

空
洞
化
し
て
き
た
中
心
市
街
地
に
は
�
い
く
つ
も
の
高
層
マ
ン
シ
�

ン
が
建
設
さ
れ
る
よ
う
に
も
な
�
た
�
中
心
市
街
地
の
現
況
は
市

場
選
択
の
結
果
で
あ
り
�
廃
れ
て
い
く
の
は
仕
方
が
な
い
と
の
見

方
が
あ
る
も
の
�
ア
メ
ニ
テ
�
�
快
適
居
住
性
�
の
観
点
か
ら
高
崎

中
心
市
街
地
を
眺
め
た
場
合
�
多
く
の
課
題
が
あ
る
�
空
き
店
舗

や
空
き
家
問
題
は
�
所
有
権
の
問
題
が
あ
�
て
�
容
易
に
解
決
で

き
な
い
が
�
中
心
市
街
地
に
人
が
集
ま
る
よ
う
に
な
れ
ば
�
そ
の
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再
利
用
と
と
も
に
解
決
策
も
見
出
さ
れ
る
可
能
性
も
あ
ろ
う
�

　

戦
後
の
都
市
開
発
は
�
古
い
も
の
を
壊
し
て
�
最
新
の
流
行
を

と
り
入
れ
る
こ
と
に
傾
注
し
た
傾
向
が
あ
る
�
都
市
再
開
発
が
進

ん
だ
結
果
�
利
便
性
の
高
い
都
市
に
は
な
�
た
が
�
効
率
性
を
求

め
た
結
果
�
個
性
的
な
景
観
が
見
ら
れ
な
く
な
�
て
き
た
�
新
幹

線
開
業
後
の
高
崎
駅
の
景
観
に
と
く
に
個
性
は
感
じ
ら
れ
な
い
し
�

再
開
発
後
の
町
並
み
に
地
域
特
有
の
個
性
が
感
じ
取
る
こ
と
が
で

き
な
い
�
城
下
町
の
込
み
入
�
た
家
並
み
や
�
間
口
が
狭
く
奥
行

き
が
長
い
住
宅
を
時
代
遅
れ
と
考
え
�
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
�
ト
の
マ

ン
シ
�
ン
を
最
新
の
居
住
空
間
と
認
識
し
て
�
再
開
発
を
進
め
た

結
果
�
地
域
の
歴
史
を
反
映
さ
せ
た
地
域
的
個
性
を
喪
失
さ
せ
て

し
ま
�
た
�
そ
の
点
で
二
〇
一
五
年
頃
か
ら
の
外
国
人
観
光
客
の

急
増
は
�
日
本
文
化
を
日
本
人
が
見
直
す
き
�
か
け
と
な
�
た
の

は
皮
肉
な
こ
と
で
も
あ
�
た
�　

　

ア
メ
ニ
テ
�
感
覚
に
は
個
人
差
が
あ
る
こ
と
か
ら
�
ア
メ
ニ
テ
�

を
画
一
的
に
定
義
で
き
な
い
も
の
の
�
ア
メ
ニ
テ
�
の
構
成
要
素

を
列
挙
す
れ
ば
�
例
え
ば
�
労
働
市
場
の
大
き
さ
や
処
遇
�
適
度

な
家
賃
や
地
価
�
充
実
し
た
教
育
や
医
療
�
福
祉
行
政
�
交
通
利

便
性
�
質
の
高
い
商
業
施
設
�
災
害
頻
度
の
低
さ
�
そ
し
て
地
域

に
固
有
な
文
化
や
歴
史
�
景
観
�
自
然
環
境
な
ど
で
あ
ろ
う
�
ま

た
こ
れ
か
ら
は
�
人
口
減
少
の
進
む
中
で
人
口
減
少
時
代
に
至
�

て
も
快
適
性
が
確
保
さ
れ
る
官
民
一
体
と
な
�
た
独
自
の
地
域
政

策
の
立
案
と
実
行
も
重
要
と
な
ろ
う
�
実
際
に
住
ん
で
い
る
市
民

が
�
高
崎
市
の
快
適
居
住
性
を
国
内
外
に
積
極
的
に
発
信
す
る
よ

う
な
地
域
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
よ
う
�
こ
う
し
た
視
点
か
ら
�
高

崎
中
心
市
街
地
を
眺
め
た
と
き
に
�
都
市
を
司
る
様
々
な
業
務
機

能
が
中
心
市
街
地
の
一
角
を
成
し
て
お
り
�
中
心
地
性
を
保
持
し

て
い
る
も
の
の
�
市
民
が
自
慢
で
き
る
�
誇
り
に
思
う
空
間
と
な

り
得
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
は
�
議
論
の
余
地
が
あ
ろ
う
�

　

ド
イ
ツ
南
西
部
の
ラ
イ
ン
川
上
流
に
あ
る
人
口
二
〇
万
余
り

の
バ
�
デ
ン
・
ヴ
�
ル
テ
ン
ベ
ル
グ
州
・
フ
ラ
イ
ブ
ル
グ
市
は
�

一
九
六
〇
年
代
後
半
に
発
生
し
た
酸
性
雨
に
よ
る
木
の
立
ち
枯
れ

か
ら
�
町
の
中
心
部
を
ト
ラ
ン
ジ
�
ト
モ
�
ル
と
し
�
自
動
車
を

乗
り
入
れ
さ
せ
ず
�
郊
外
の
駅
に
は
無
料
駐
車
場
を
設
け
て
路
面

電
車
を
中
心
市
街
地
の
交
通
機
関
に
位
置
づ
け
た
コ
ン
パ
ク
ト
シ

テ
�
を
形
成
し
て
い
る
�
九
〇
年
代
初
頭
か
ら
は
�
増
え
続
け
る

ゴ
ミ
の
処
分
場
の
確
保
が
難
し
い
こ
と
か
ら
�
徹
底
し
た
ゴ
ミ
の

分
別
と
リ
サ
イ
ク
ル
�
リ
ユ
�
ス
に
取
り
組
ん
で
来
た
こ
と
か
ら
�

環
境
首
都
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
�
近
年
は
風
力
発
電
も
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
い
る
�
ト
ラ
ン
ジ
�
ト
モ
�
ル
と
そ
の
周
辺
に
は
�

大
聖
堂
を
は
じ
め
�
多
様
な
小
売
店
�
飲
食
店
�
大
学
�
公
会
堂

な
ど
が
集
ま
�
て
お
り
�
平
日
の
昼
間
で
も
�
中
心
市
街
地
は
賑

わ
い
を
見
せ
て
い
る
�
こ
う
し
た
ド
イ
ツ
の
地
方
都
市
を
見
る
に

付
け
て
�
歴
史
や
制
度
の
違
い
は
あ
る
も
の
の
�
日
本
の
地
方
都
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市
の
現
状
と
の
大
き
な
違
い
を
感
じ
ざ
る
を
得
な
い
�

　

フ
ラ
イ
ブ
ル
グ
市
で
は
�
サ
マ
�
タ
イ
ム
の
間
�
道
の
側
溝
に

水
が
流
さ
れ
�
市
民
に
憩
い
の
空
間
を
生
み
出
し
て
い
る
�
こ
れ

は
ベ
�
ヒ
�
レ
�
小
川
�
と
呼
ば
れ
�
水
道
用
水
�
消
火
用
水
を
流

す
た
め
一
三
世
紀
に
整
備
さ
れ
た
�
一
九
世
紀
に
入
�
て
ベ
�
ヒ
�

レ
は
暗
渠
化
さ
れ
た
が
�
今
日
�
ト
ラ
ン
ジ
�
ト
モ
�
ル
内
で
石

畳
を
流
れ
る
ベ
�
ヒ
�
レ
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
�
環
境
首
都
・

フ
ラ
イ
ブ
ル
グ
市
の
景
観
の
一
つ
と
な
�
て
い
る
�

　

書
か
れ
た
年
次
は
不
詳
で
あ
る
が
�
高
崎
御
城
内
外
略
図
を
見

る
と
�
長
野
堰
か
ら
分
水
さ
れ
た
用
水
は
�
赤
坂
の
池
に
溜
め
ら
れ
�

城
下
町
の
西
側
を
通
�
て
高
崎
城
の
堀
に
供
給
さ
れ
て
い
た
こ
と

が
分
か
る
�
ま
た
池
か
ら
本
町
沿
い
に
東
に
流
れ
て
�
江
木
新
田

か
ら
高
崎
城
下
の
東
端
を
南
下
し
て
�
今
度
は
西
に
向
き
を
変
え

て
烏
川
に
注
ぐ
用
水
路
が
確
認
で
き
る
�
さ
ら
に
�
高
崎
城
の
堀

か
ら
桧
物
町
�
鍛
冶
町
へ
分
水
さ
れ
�
中
山
道
の
西
側
を
南
下
し

て
い
る
水
路
も
確
認
で
き
る
�
東
端
の
用
水
路
は
�
そ
の
東
側
に

広
が
�
て
い
る
江
木
村
の
田
に
水
が
供
給
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る

が
�
桧
物
町
�
鍛
冶
町
の
城
下
へ
の
水
路
は
消
火
栓
の
役
割
を
果

た
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
�

　

一
九
一
九
�
大
正
八
�
年
に
高
崎
市
が
発
行
し
た
高
崎
市
全
図
に

よ
る
と
�
こ
の
時
代
の
高
崎
市
の
市
街
地
に
は
�
北
か
ら
南
へ
五

本
の
水
路
が
流
れ
�
内
三
本
は
連
雀
町
で
一
本
に
な
り
南
端
の
水

路
に
合
流
し
て
い
る
�
高
崎
藩
時
代
の
水
路
を
基
本
と
し
な
が
ら
�

明
治
期
の
簡
易
水
道
布
設
時
に
追
加
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
�

水
道
と
し
て
の
役
割
を
終
え
た
後
も
市
街
地
を
流
れ
�
消
火
栓
と

し
て
の
役
割
を
持
�
て
い
た
も
の
と
も
考
え
ら
れ
る
�
こ
れ
ら
の

用
水
路
は
�
戦
後
�
自
動
車
の
普
及
と
と
も
に
道
路
幅
員
拡
張
の

た
め
に
順
次
暗
渠
化
さ
れ
た
�
現
在
で
も
�
長
野
堰
を
暗
渠
化
し

た
部
分
が
明
ら
か
に
分
か
る
と
こ
ろ
が
あ
る
�

　

コ
ラ
ム
に
あ
る
よ
う
に
�
河
辺
や
海
辺
は
人
々
の
心
を
和
ま
せ

る
�
都
市
に
親
水
公
園
が
作
ら
れ
て
き
た
の
は
�
非
日
常
的
空
間

で
あ
る
こ
と
以
上
に
�
水
辺
が
人
々
の
心
理
に
癒
や
し
や
和
み
と

い
�
た
心
理
的
影
響
を
与
え
る
か
ら
だ
と
考
え
ら
れ
る
�
近
年
�

大
都
市
の
臨
海
部
に
お
い
て
�
倉
庫
街
の
再
開
発
が
行
わ
れ
観
光

地
化
し
て
い
る
の
も
�
そ
う
し
た
水
辺
の
効
能
を
地
域
活
性
化
に

活
か
そ
う
と
す
る
動
き
だ
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
�

　

ド
イ
ツ
・
フ
ラ
イ
ブ
ル
グ
市
の
ベ
�
ヒ
�
レ
は
�
一
九
世
紀
に

入
�
て
暗
渠
化
さ
れ
た
が
�
復
活
さ
せ
�
街
を
訪
れ
る
人
々
の
気

持
ち
を
和
ま
せ
て
い
る
�
サ
マ
�
タ
イ
ム
に
入
�
て
�
ベ
�
ヒ
�

レ
が
傍
を
流
れ
る
飲
食
店
の
屋
外
テ
�
ブ
ル
で
太
陽
を
浴
び
な
が

ら
食
事
を
楽
し
む
光
景
は
�
厳
し
い
冬
を
乗
り
越
え
た
人
々
を
開

放
的
に
も
し
て
い
る
�
結
果
と
し
て
�
滞
在
時
間
を
延
ば
し
�
消

費
を
増
加
さ
せ
て
い
る
よ
う
に
も
思
え
る
�

　

韓
国
・
全
州
市
で
は
�
韓
国
伝
統
の
韓
屋
に
よ
る
町
並
み
を
保
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存
し
て
観
光
地
化
を
進
め
て
き
た
�
そ
の
一
角
に
は
�
歩
道
に
沿
�

て
水
路
を
造
り
�
夜
は
ラ
イ
ト
ア
�
プ
し
て
�
訪
れ
る
人
々
を
和

ま
せ
て
い
る
�
水
路
の
あ
る
歩
道
沿
い
に
は
�
レ
ス
ト
ラ
ン
や
喫

茶
店
�
土
産
物
店
が
並
び
�
観
光
客
の
消
費
空
間
と
も
な
�
て
い
る
�

海
外
の
こ
う
し
た
事
例
は
�
高
崎
城
下
を
流
れ
て
い
た
長
野
堰
の

歴
史
と
重
な
る
と
考
え
る
の
は
筆
者
だ
け
で
あ
ろ
う
か
�

　

日
本
で
は
�
一
度
壊
し
た
も
の
を
復
活
さ
せ
る
こ
と
は
稀
で
あ

る
�
現
代
の
人
々
は
�
長
野
堰
用
水
が
高
崎
の
街
中
を
流
れ
て
い

た
こ
と
を
ほ
と
ん
ど
知
ら
な
い
�
二
〇
〇
八
年
に
は
�
連
雀
町
に

お
い
て
長
野
堰
の
流
れ
が
一
部
復
活
し
て
い
る
�
さ
ら
に
農
業
用

水
と
し
て
の
役
割
を
維
持
し
つ
つ
も
�
高
崎
中
心
市
街
地
の
再
生

に
長
野
堰
用
水
を
活
か
す
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
�

　

一
九
二
〇
年
頃
の
高
崎
中
心
市
街
地
に
は
五
本
の
用
水
路
が
北

か
ら
南
へ
と
流
れ
て
い
た
�
こ
れ
ら
の
用
水
路
は
�
江
戸
時
代
か

ら
高
崎
城
下
を
流
れ
続
け
て
き
た
も
の
と
思
わ
れ
る
�
一
九
二
〇

年
頃
の
高
崎
市
は
�
上
水
道
の
布
設
が
終
わ
�
て
お
り
�
市
街
地

を
流
れ
る
長
野
堰
用
水
は
消
火
用
水
の
役
割
を
担
い
な
が
ら
�
染

色
業
の
発
展
を
支
え
�
多
様
な
形
で
市
民
生
活
を
支
え
て
い
た
と

思
わ
れ
る
�

　

戦
後
は
�
そ
う
し
た
役
割
を
終
え
�
モ
�
タ
リ
ゼ
�
シ
�
ン
の
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進
展
に
伴
い
�
旧
城
下
町
の
狭
隘
な
道
路
幅
員
を
拡
張
す
る
必
要

性
か
ら
暗
渠
化
さ
れ
�
江
戸
時
代
か
ら
の
歴
史
に
文
字
通
り
蓋
が

さ
れ
�
市
街
地
か
ら
姿
を
消
し
て
し
ま
�
た
�
当
時
の
社
会
情
勢

か
ら
す
れ
ば
�
当
然
の
成
り
ゆ
き
だ
�
た
と
思
わ
れ
る
が
�
今
日

の
高
崎
中
心
市
街
地
の
現
状
を
改
善
し
�
高
崎
市
の
ア
メ
ニ
テ
�

向
上
の
一
つ
の
手
段
と
し
て
長
野
堰
を
活
用
す
る
可
能
性
に
つ
い

て
模
索
し
た
�
そ
の
ヒ
ン
ト
は
�
環
境
首
都
と
し
て
知
ら
れ
る
ド

イ
ツ
・
フ
ラ
イ
ブ
ル
グ
市
に
あ
�
た
�

　

フ
ラ
イ
ブ
ル
グ
市
で
は
�
一
三
世
紀
に
水
道
用
水
�
消
火
用
水

を
流
す
た
め
に
建
設
さ
れ
た
ベ
�
ヒ
�
レ
�
小
川
�
を
一
九
世
紀
に

入
�
て
暗
渠
化
し
た
が
�
後
に
復
活
さ
せ
て
�
現
在
で
は
サ
マ
�

タ
イ
ム
の
間
�
水
を
流
し
て
�
市
民
�
来
訪
者
に
憩
い
の
空
間
を

演
出
し
て
い
る
�

こ
う
し
た
取
り
組
み
は
�
環
境
問
題
に
端
を
発
し
た
フ
ラ
イ
ブ
ル

グ
市
の
ま
ち
づ
く
り
の
一
端
を
構
成
し
て
い
る
�
快
適
な
ト
ラ
ン

ジ
�
ト
モ
�
ル
空
間
は
�
人
々
の
滞
在
時
間
を
増
加
さ
せ
�
結
果

と
し
て
消
費
を
増
加
さ
せ
る
こ
と
に
も
繋
が
�
て
い
る
�
こ
の
ト

ラ
ン
ジ
�
モ
�
ル
を
形
作
�
て
い
る
主
役
は
�
日
本
で
は
時
代
遅

れ
と
廃
止
が
進
ん
だ
路
面
電
車
で
あ
る
�
フ
ラ
イ
ブ
ル
グ
市
に
留

ま
ら
ず
�
ド
イ
ツ
�
ス
イ
ス
�
オ
�
ス
ト
リ
ア
で
は
路
面
電
車
を

都
市
交
通
の
主
軸
に
置
い
た
都
市
が
多
く
�
し
か
も
人
口
規
模
は
�

日
本
の
地
方
都
市
と
同
規
模
か
小
さ
い
�
日
本
で
は
財
政
赤
字
の

根
源
だ
と
し
て
廃
止
し
た
都
市
が
多
い
中
�
フ
ラ
イ
ブ
ル
グ
市
で

は
�
ど
の
よ
う
に
し
て
路
面
電
車
を
主
軸
と
し
た
都
市
を
形
成
し
�

環
境
首
都
を
具
現
化
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
�

　

フ
ラ
イ
ブ
ル
グ
市
に
は
�
自
治
体
が
出
資
す
る
シ
�
タ
�
ト
ベ

ル
ケ
�
都
市
公
社
�
が
存
在
し
て
い
る
�
ド
イ
ツ
の
自
治
体
に
は
�

行
政
法
に
よ
�
て
市
民
に
基
本
的
な
生
活
を
保
障
す
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
い
る
�
そ
の
た
め
�
公
営
企
業
で
あ
る
都
市
公
社
を
設

立
し
�
多
く
の
シ
�
タ
�
ト
ベ
ル
ケ
は
�
電
気
事
業
�
ガ
ス
供
給

事
業
�
上
下
水
道
事
業
�
廃
棄
物
処
理
�
ゴ
ミ
収
集
�
�
そ
し
て
路

面
電
車
事
業
を
行
�
て
い
る
�
路
面
電
車
事
業
は
�
多
く
が
赤
字

で
あ
る
が
�
シ
�
タ
�
ト
ベ
ル
ケ
は
�
配
電
�
ガ
ス
供
給
�
上
下

水
道
事
業
�
廃
棄
物
処
理
事
業
に
よ
る
収
益
を
路
面
電
車
の
赤
字

に
補
填
し
て
運
行
を
存
続
�
拡
張
し
�
市
民
生
活
を
維
持
し
て
い
る
�

結
果
と
し
て
�
環
境
問
題
が
顕
在
化
し
た
時
に
�
ド
イ
ツ
の
こ
う

し
た
取
り
組
み
が
持
続
可
能
都
市
の
モ
デ
ル
と
し
て
注
目
さ
れ
る

よ
う
に
な
�
た
�

　

こ
う
し
た
仕
組
み
が
存
在
す
る
の
は
�
イ
ギ
リ
ス
の
産
業
革
命

が
経
済
格
差
や
労
働
問
題
な
ど
を
拡
大
し
た
こ
と
か
ら
生
み
出
さ

れ
た
都
市
社
会
主
義
�m

u
n
ic

ip
al so

c
ialism

�
が
ヨ
�
ロ
�
パ
に
広

が
�
た
こ
と
に
あ
り
�
利
益
の
み
を
追
求
す
る
民
間
企
業
に
電
力

事
業
を
任
せ
て
し
ま
う
と
企
業
に
と
�
て
都
合
の
良
い
地
域
だ
け

に
配
電
さ
れ
る
心
配
が
あ
�
た
か
ら
だ
と
さ
れ
る
�
村
上
敦
�
ド
イ
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ツ
の
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
�
は
な
ぜ
成
功
す
る
の
か
�
学
芸
出
版
社
�

二
〇
一
七
年
�
�
シ
�
タ
�
ト
ベ
ル
ケ
は
�
都
市
化
に
伴
�
て
一
九

世
紀
後
半
頃
か
ら
創
設
さ
れ
は
じ
め
�
フ
ラ
イ
ブ
ル
グ
市
の
都
市

公
社
で
は
エ
ネ
ル
ギ
�
部
門
の
黒
字
を
�
路
面
電
車
を
は
じ
め
と

し
た
赤
字
の
公
益
事
業
に
補
填
し
て
い
る
の
で
あ
る
�

　

戦
前
の
日
本
に
お
い
て
も
�
ド
イ
ツ
の
シ
�
タ
�
ト
ベ
ル
ケ
に

類
似
し
た
自
治
体
の
取
り
組
み
が
存
在
し
て
い
た
�
戦
前
は
市
町

村
へ
の
政
府
か
ら
の
財
政
支
援
は
�
ほ
と
ん
ど
な
か
�
た
�
そ
ん

な
中
�
自
治
体
財
政
を
豊
か
に
す
る
に
は
�
自
治
体
自
ら
が
公
益

事
業
を
行
い
�
自
主
財
源
を
造
成
す
る
取
り
組
み
が
見
ら
れ
た
�
諸

富　

徹
�
人
口
減
少
時
代
の
都
市
�
中
公
新
書
�
二
〇
一
八
�
�

例
え
ば
�
電
気
事
業
を
経
営
し
た
酒
田
市
�
静
岡
市
�
金
沢
市
で
は
�

市
営
電
気
事
業
に
よ
る
収
益
を
一
般
会
計
へ
繰
入
れ
�
市
営
電
気

事
業
と
市
街
鉄
道
事
業
を
兼
営
し
た
京
都
市
�
仙
台
市
�
東
京
市
�

神
戸
市
�
大
阪
市
で
も
同
様
に
事
業
収
益
を
一
般
会
計
へ
繰
り
入

れ
て
い
た
�
ま
た
�
富
山
県
�
青
森
県
�
高
知
県
�
山
口
県
で
は
�

県
営
電
気
事
業
を
経
営
し
て
�
や
は
り
�
収
益
を
自
主
財
源
と
し

て
一
般
会
計
に
繰
入
れ
�
地
域
的
課
題
に
対
応
し
て
い
た
�
西
野
寿

章
�
日
本
地
域
電
化
史
論
�
日
本
経
済
評
論
社
�
二
〇
二
〇
�
�

　

電
気
事
業
に
限
�
て
言
え
ば
�
シ
�
タ
�
ト
ベ
ル
ケ
�
戦
前
日

本
の
市
営
電
気
事
業
と
県
営
電
気
事
業
の
多
く
は
�
自
ら
発
電
所

を
持
た
ず
�
電
力
会
社
か
ら
電
気
を
購
入
し
�
住
民
に
配
電
し
て
�

地
域
を
問
わ
ず
に
平
等
に
配
電
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
�
そ
の
収

益
が
公
益
と
し
て
�
地
域
の
た
め
に
使
用
さ
れ
る
と
い
う
点
で
は

同
じ
で
あ
る
�
日
本
は
�
戦
後
一
九
五
〇
年
か
ら
地
方
交
付
税
制

度
が
始
ま
�
た
こ
と
と
�
発
送
配
電
一
貫
会
社
と
し
て
の
九
電
力

が
設
立
さ
れ
た
こ
と
か
ら
�
こ
う
し
た
内
発
的
な
動
き
は
見
ら
れ

な
く
な
�
た
�
シ
�
タ
�
ト
ベ
ル
ケ
�
戦
前
の
市
営
�
県
営
の
電

気
事
業
に
共
通
し
て
い
る
こ
と
は
�
住
民
が
便
利
な
日
常
生
活
を

営
む
た
め
に
使
用
す
る
電
気
や
ガ
ス
�
水
道
水
の
消
費
に
よ
�
て

生
み
出
さ
れ
る
公
益
が
地
域
の
た
め
に
使
わ
れ
る
と
い
う
点
で
あ

る
�

　

今
後
�
人
口
減
少
が
進
み
�
税
収
も
減
少
し
て
い
く
と
思
わ
れ

る
日
本
の
地
方
自
治
体
が
�
自
治
体
の
サ
�
ビ
ス
水
準
を
下
げ
ず

に
�
あ
る
い
は
向
上
さ
せ
る
に
は
�
こ
う
し
た
取
り
組
み
に
関
心

を
高
め
る
必
要
が
あ
ろ
う
�
現
に
�
シ
�
�
タ
�
ト
ベ
ル
ケ
に
関

心
を
寄
せ
�
研
究
を
進
め
て
い
る
地
方
自
治
体
も
あ
る
�

　

仮
に
�
高
崎
中
心
市
街
地
に
長
野
堰
の
流
れ
を
復
活
さ
せ
�
市

民
に
快
適
な
コ
ミ
�
ニ
テ
�
空
間
を
中
心
市
街
地
に
創
出
す
る
と

し
た
場
合
�
そ
れ
は
政
府
の
助
成
金
や
補
助
金
に
依
存
す
る
の
で

は
な
く
�
シ
�
タ
�
ト
ベ
ル
ケ
の
よ
う
に
�
高
崎
市
が
電
気
事
業

や
ガ
ス
供
給
事
業
を
手
が
け
�
そ
れ
に
よ
り
得
ら
れ
た
収
益
に
よ
�

て
地
方
自
治
の
姿
を
し
て
具
現
化
す
る
こ
と
は
�
地
域
の
裁
量
で

地
域
づ
く
り
を
進
め
る
地
方
分
権
型
社
会
を
具
現
化
す
る
こ
と
に
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つ
な
が
る
�
そ
し
て
�
そ
う
し
た
取
り
組
み
は
�
地
域
の
ア
メ
ニ
テ
�

を
向
上
さ
せ
る
�

　

電
気
ガ
ス
の
自
由
化
に
よ
�
て
�
電
気
事
業
�
ガ
ス
供
給
を
自

治
体
が
経
営
す
る
こ
と
は
可
能
と
な
�
て
い
る
�
こ
う
し
た
考
え

方
は
�
ま
ち
づ
く
り
だ
け
て
は
な
く
�
教
育
�
医
療
�
福
祉
な
ど

の
諸
分
野
に
も
有
効
で
あ
ろ
う
�
例
え
ば
�
こ
れ
か
ら
要
介
護
者

の
増
加
が
見
込
ま
れ
て
い
る
中
�
介
護
現
場
は
人
手
不
足
で
苦
悩

し
て
い
る
�
そ
れ
は
�
介
護
が
重
労
働
の
割
に
は
賃
金
が
低
く
抑

え
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
も
あ
ろ
う
�
介
護
者
の
賃
金
水
準
を
国
の

基
準
に
高
崎
市
独
自
に
加
算
す
る
こ
と
に
よ
�
て
改
善
で
き
れ
ば
�

働
く
人
も
�
介
護
を
受
け
る
人
も
�
満
足
で
き
る
の
か
も
知
れ
な
い
�

今
日
に
お
い
て
福
祉
分
野
の
質
的
充
実
は
�
重
要
な
ア
メ
ニ
テ
�

構
成
要
素
だ
と
言
え
る
�

　

高
崎
市
に
は
�
一
九
六
一
年
に
建
設
し
た
群
馬
音
楽
セ
ン
タ
�

の
建
設
費
の
多
く
を
市
民
が
寄
付
し
た
誇
ら
し
い
歴
史
が
あ
る
�

高
崎
台
地
を
潤
し
て
き
て
く
れ
た
長
野
堰
用
水
を
維
持
す
る
だ
け

に
留
ま
ら
ず
�
地
域
的
課
題
の
解
決
に
柔
軟
に
対
応
す
る
た
め
に

も
�
シ
�
タ
�
ト
ベ
ル
ケ
的
発
想
が
日
本
の
地
方
自
治
体
に
は
重

要
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
�

　

�
西
野
寿
章
�
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コ
ラ
ム　

水
辺
観
光

　

�
水
の
都
�
と
称
さ
れ
る
イ
タ
リ
ア
の
ベ
ネ
チ
ア
や
中
国
の
蘇
州

の
よ
う
に
�
歴
史
的
景
観
を
有
す
る
都
市
を
形
容
す
る
言
葉
と

し
て
し
ば
し
ば
水
の
存
在
が
強
調
さ
れ
る
�
日
本
国
内
の
都
市

を
み
て
も
��
水
都
大
阪
�
��
水
の
都
ひ
ろ
し
ま
�
��
水
郷
柳
川
�
な

ど
�
観
光
資
源
や
都
市
の
イ
メ
�
ジ
向
上
と
し
て
の
水
辺
へ
の
期

待
は
大
き
い
�
こ
の
よ
う
に
�
人
々
が
水
辺
の
あ
る
空
間
に
惹
き

つ
け
ら
れ
る
理
由
は
�
水
辺
か
ら
開
放
感
�
リ
フ
レ
�
シ
�
�
さ

わ
や
か
さ
や
う
る
お
い
な
ど
の
心
理
的
な
効
果
を
得
る
こ
と
が
で

き
る
た
め
で
あ
る
�
畔
柳
昭
雄
・
渡
邊
秀
俊
�
都
市
の
水
辺
と
親
水

行
動
－
都
市
生
態
学
的
視
点
に
よ
る
親
水
行
動
論
�
共
立
出
版
�

一
九
九
九
�
�
こ
う
し
た
背
景
に
は
�
一
九
八
〇
年
か
ら
河
川
や
海

洋
の
水
質
が
徐
々
に
改
善
し
た
た
め
�
人
々
の
水
辺
に
対
す
る
イ

メ
�
ジ
が
向
上
し
た
こ
と
も
関
連
が
あ
ろ
う
�
都
市
化
に
よ
る
環

境
へ
の
関
心
の
高
ま
り
も
�
水
辺
の
ま
ち
づ
く
り
に
影
響
を
与
え

て
い
る
の
で
あ
る
�

　

こ
の
よ
う
な
水
辺
の
価
値
へ
の
期
待
か
ら
�
一
九
八
〇
年
代
か

ら
水
辺
の
景
観
を
取
り
入
れ
た
ま
ち
づ
く
り
が
主
に
都
市
臨
海
部

の
ウ
�
�
タ
�
フ
ロ
ン
ト
開
発
と
し
て
欧
米
や
日
本
の
大
都
市
に

お
い
て
盛
ん
に
お
こ
な
わ
れ
る
よ
う
に
な
�
た
�
こ
れ
に
は
�
脱

工
業
化
に
よ
る
産
業
構
造
の
変
化
や
�
バ
ブ
ル
経
済
に
よ
る
都
心

の
地
価
高
騰
に
よ
�
て
�
比
較
的
地
価
の
安
い
臨
海
部
の
土
地
が

再
開
発
の
対
象
と
な
�
た
こ
と
も
社
会
経
済
的
な
背
景
と
し
て
指

摘
で
き
る
�
ウ
�
�
タ
�
フ
ロ
ン
ト
の
再
開
発
は
�
東
京
や
横
浜
�

神
戸
と
い
�
た
首
都
圏
や
京
阪
神
の
大
都
市
で
盛
ん
に
お
こ
な
わ

れ
�
現
在
に
至
る
ま
で
水
辺
の
景
観
を
活
か
し
た
再
開
発
プ
ロ
ジ
�

ク
ト
が
さ
ま
ざ
ま
地
域
で
計
画
さ
れ
て
お
り
�
都
市
観
光
の
訪
問

先
の
一
つ
と
な
�
て
い
る
�
た
と
え
ば
�
東
京
の
天
王
洲
や
竹
芝

や
豊
洲
�
横
浜
の
み
な
と
み
ら
い
２
１
�
神
戸
の
ハ
�
バ
�
ラ
ン

ド
な
ど
は
水
辺
の
景
観
を
取
り
入
れ
た
新
し
い
商
業
地
や
観
光
ス

ポ
�
ト
と
し
て
に
ぎ
わ
�
て
い
る
�
こ
う
し
た
大
都
市
の
水
辺
の

動
向
に
加
え
て
�
地
方
の
中
小
都
市
に
お
い
て
も
水
環
境
の
保
全

を
目
的
と
し
た
地
域
づ
く
り
推
進
の
取
り
組
み
が
重
要
視
さ
れ
る

よ
う
に
な
�
た
�
一
九
九
六
年
に
当
時
の
国
土
庁
に
よ
�
て
選
定

さ
れ
た
�
水
の
郷
百
選
�
は
�
地
域
固
有
の
水
を
め
ぐ
る
歴
史
・
文

化
や
優
れ
た
水
環
境
の
保
持
・
保
全
に
努
め
�
水
と
人
と
の
密
接

な
つ
な
が
り
を
形
成
し
�
水
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
に
優
れ
た

成
果
を
上
げ
て
い
る
一
〇
七
地
域
を
認
定
し
た
も
の
で
あ
る
�
以

上
の
よ
う
に
�
国
内
外
の
さ
ま
ざ
ま
な
都
市
に
お
い
て
水
辺
の
ま

ち
づ
く
り
の
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
る
�

　

二
一
世
紀
に
な
る
と
�
暗
渠
化
し
た
河
川
や
河
川
上
空
の
構
造

物
を
撤
去
し
て
�
河
川
を
中
心
と
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
行
う
事
例

が
み
ら
れ
る
�
例
え
ば
�
暗
渠
化
さ
れ
た
韓
国
ソ
ウ
ル
市
の
清
渓
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川
で
は
�
河
川
上
空
を
覆
う
高
速
道
路
の
撤
去
と
河
川
の
復
元
が

実
現
し
た
�
復
元
さ
れ
た
清
渓
川
の
両
岸
に
は
遊
歩
道
が
整
備
さ

れ
�
配
置
さ
れ
た
飛
び
石
に
よ
�
て
市
民
や
観
光
客
が
河
川
を
渡

る
こ
と
可
能
で
�
観
光
ス
ポ
�
ト
の
一
つ
と
な
�
て
い
る
�
日
本

に
お
い
て
も
�
暗
渠
化
さ
れ
た
河
川
や
こ
れ
ま
で
注
目
さ
れ
て
い

な
か
�
た
中
小
の
都
市
河
川
が
再
開
発
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
�
て
い

る
事
例
が
あ
る
�
二
〇
一
八
年
に
旧
東
急
東
横
線
の
線
路
跡
地
に

オ
�
プ
ン
し
た
渋
谷
ス
ト
リ
�
ム
は
�
こ
れ
ま
で
雑
居
ビ
ル
の
背

後
に
隠
れ
て
い
た
渋
谷
川
を
再
開
発
プ
ロ
ジ
�
ク
ト
の
中
心
に
位

置
づ
け
て
い
る
�
再
開
発
の
結
果
�
渋
谷
川
に
沿
�
て
遊
歩
道
や

広
場
が
設
け
ら
れ
�
渋
谷
川
は
夜
間
に
ラ
イ
ト
ア
�
プ
さ
れ
る
よ

う
に
な
�
た
�
な
お
�
再
開
発
ビ
ル
の
名
称
と
な
�
て
い
る
�
ス
ト

リ
�
ム
�
は
�
英
語
で
流
れ
や
小
川
を
意
味
し
て
い
る
�
再
開
発
ビ

ル
の
店
舗
は
渋
谷
川
に
面
し
て
お
り
�
川
岸
に
は
イ
ベ
ン
ト
ス
ペ
�

ス
や
オ
�
プ
ン
カ
フ
�
が
連
な
り
�
渋
谷
と
代
官
山
間
に
新
し
い

人
の
流
れ
を
創
り
出
す
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
�

　

東
京
都
新
宿
区
で
は
�
歴
史
的
な
玉
川
上
水
の
価
値
を
次
世
代

に
継
承
し
て
い
く
た
め
に
か
つ
て
の
玉
川
上
水
の
流
れ
を
復
活
さ

せ
た
事
例
が
あ
る
�
現
在
の
新
宿
区
内
の
玉
川
上
水
は
暗
渠
化
さ

れ
て
い
る
が
�
新
宿
区
は
�
玉
川
上
水
・
内
藤
新
宿
分
水
散
歩
道
�

と
し
て
か
つ
て
の
玉
川
上
水
の
流
路
の
一
部
で
あ
る
新
宿
御
苑
の

北
側
に
沿
�
て
散
歩
道
と
水
路
を
整
備
し
た
�
水
路
の
周
囲
に
は

武
蔵
野
の
雑
木
林
に
生
育
す
る
草
木
類
を
中
心
に
植
栽
さ
れ
て
お

り
�
区
民
や
観
光
客
が
四
季
の
変
化
を
楽
し
み
な
が
ら
散
策
で
き

る
よ
う
に
な
�
て
い
る
�

　

二
〇
二
〇
年
六
月
に
開
業
し
た
ウ
�
�
タ
�
ズ
竹
芝
は
�
オ
フ
�

ス
�
ホ
テ
ル
�
劇
場
�
商
業
施
設
が
一
体
と
な
�
た
複
合
施
設
で

あ
る
�
東
京
湾
に
面
し
た
立
地
を
活
か
し
�
海
を
眺
め
ら
れ
る
デ
�

キ
や
水
上
バ
ス
の
発
着
場
が
整
備
さ
れ
て
い
る
�
さ
ら
に
�
岸
壁

に
は
�
竹
芝
干
潟
�
を
設
け
�
か
つ
て
江
戸
前
の
海
で
あ
�
た
東
京

湾
の
環
境
を
再
生
し
�
貝
類
や
甲
殻
類
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
生
物

が
生
育
で
き
る
環
境
整
備
を
目
指
し
て
い
る
��
竹
芝
干
潟
�
で
は
�

近
隣
の
高
校
や
大
学
の
研
究
室
と
連
携
し
た
水
質
や
水
生
生
物
の

観
察
会
を
行
う
な
ど
�
環
境
教
育
の
取
り
組
み
も
行
わ
れ
て
い
る
�

　

以
上
の
よ
う
に
�
国
内
外
の
河
川
や
海
岸
に
お
い
て
水
辺
を
復

活
さ
せ
て
再
開
発
の
シ
ン
ボ
ル
と
す
る
計
画
や
�
暗
渠
の
用
水
路

を
復
活
さ
せ
て
人
々
の
営
み
を
支
え
た
都
市
の
水
辺
の
歴
史
的
な

価
値
を
次
世
代
に
継
承
す
る
計
画
�
環
境
教
育
の
場
を
整
備
し
�

都
市
の
価
値
を
向
上
さ
せ
る
ま
ち
づ
く
り
が
行
わ
れ
て
い
る
�

 

�
太
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�
執
筆
者
紹
介
��
執
筆
順
�

西
野　

寿
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一
九
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高崎経済大学ブックレット⑤

高崎経済大学地域科学研究所

明治以降の長野堰と高崎

高崎経済大学ブックレットの刊行について

　高崎経済大学の付置研究機関であります地域科学研究所では，経済学，

経営学，地域政策学に係わる基礎的研究を行う一方，高崎市民，群馬県民

のみなさまの生涯学習に寄与するために，公開講演会，公開講座，高崎市

中央公民館との連携公開講座，地域の歴史や地域問題を学ぶ地元学講座，

地域めぐり，そして中心市街地に復活し，本学学生が運営している cafe

あすなろを会場とした市民ゼミなどの事業を展開しております。

  今般，高崎経済大学では，高崎市民，群馬県民のみなさまに，高崎市の

歴史や現状をよりよく知っていただく一助となるよう高崎経済大学ブック

レットを刊行することにいたしました。

　今後，様々な角度から高崎市の過去・現在・未来を考えてまいります。

一読いただき，感想をお寄せください。また，取り上げてもらいたいテー

マなどがありましたら，地域科学研究所までお寄せください。お待ちして

います。

　第５号は，高崎経済大学地域科学研究所が2021年３月に日本経済評論

社から刊行した『農業用水と地域再生－高崎市・長野堰の事例』から，明

治以降の長野堰の歩みをまとめたものです。紙幅の関係から，長野堰の起

源に関する論考，近世における長野堰と高崎藩に関する論考は収録してい

ません。また，紙幅の関係から注釈や引用文献に関する記載を省略したり，

簡素化しています。詳しく知りたい方は，高崎経済大学図書館，高崎市中

央図書館に所蔵されている『農業用水と地域再生－高崎市・長野堰の事例』

をご覧ください。
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―これからの地域づくりへの視点を考える―


